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憶良の述作と敦煌願文

一
、
は
じ
め
に

　
萬
葉
作
家
の
中
で
、
数
多
く
の
漢
文
や
和
歌
を
残
し
た
山
上
憶
良
の
作
品
は
、

幅
広
い
典
故
の
引
用
及
び
難
渋
な
表
現
を
も
っ
て
知
ら
れ
、
現
在
猶
も
様
々
な

解
釈
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
や
ま
な
い
。
憶
良
の
述
作
に
は
、
儒
、
佛
、
道
の

思
想
は
無
論
の
こ
と
、
と
り
わ
け
佛
教
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
注
釈
す
る
者
を
し
て
多
く
の
時
間
を
費
や
さ
せ
て
き
た
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
個
々
の
表
現
　
用
語
や
行
文
の
出
典
を
定
め
る
こ
と
は
決
し
て
容
易

な
ら
ず
、
従
来
の
憶
良
研
究
が
、
そ
の
表
現
を
め
ぐ
っ
て
多
く
の
解
釈
を
示
し

な
が
ら
、
未
だ
揺
れ
て
い
る
説
も
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
憶
良
の
作
品
を
出
典
論
的
立
場
か
ら
考
察
す
る
場
合
、「
願

文
」
と
称
せ
ら
れ
る
漢
籍
の
一
群
が
注
目
に
値
す
る
。
所
謂
願
文
と
は
、
佛
前

に
お
い
て
叶
え
た
い
望
み
を
祈

す
る
た
め
に
唱
え
る
文
章
を
指
し
、
多
く
の

憶
良
の
述
作
と
敦
煌
願
文

王
　
　 

小 

　
林
　
　
　

場
合
、
そ
の
題
に
「
願
文
」
と
い
う
二
文
字
が
あ
る
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
が
、

そ
の
定
義
は
お
お
む
ね
左
記
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
、

　

さ
ま
ざ
ま
な
佛
教
法
會
の
場
に
あ
っ
て
、
主
催
者
（
發
願
者
・
施
主
）
自

身
の
願
意
を
言
い
表
わ
す
文
章
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
自
他
の
死
後

の
冥
福
（
極
楽
往
生
）
を
祈
る
も
の
（
追
善
・
逆
修
供
養
）
を
は
じ
め
、
国

家
の
安
泰
・
五
穀
豊
饒
（
祈
雨
）、
あ
る
い
は
自
己
の
息
災
や
近
親
縁
者

の
長
寿
を
乞
う
（
算
賀
）
と
い
っ
た
現
世
で
の
諸
利
益
を
祈
願
す
る
も
の

ま
で
、
実
に
多
岐
に
わ
た
る
）
1
（

。

　　
願
文
は
発
生
源
が
中
国
で
あ
る
が
、
上
代
日
本
に
も
既
に
そ
の
作
成
の
形
跡

が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
原
形
と
な
る
も
の
が
本
来
敦
煌
文
献
に
散
在
し
、
調
査

に
難
度
が
伴
っ
て
い
た
が
、
中
国
の
学
者
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
、『
敦
煌
願
文
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集
』
と
題
し
て
十
数
年
前
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、『
萬

葉
集
』
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
）
2
（

、
と
り
わ
け
王
暁
平
氏
の
憶
良

の
述
作
に
お
け
る
願
文
の
影
響
に
関
す
る
指
摘
が
、
先
鞭
を
つ
け
た
も
の
と
し

て
注
目
さ
れ
る
）
3
（

。

　
た
だ
し
、
王
氏
の
論
考
は
、
願
文
一
般
の
上
代
日
本
文
学
へ
の
影
響
を
中
心

と
し
て
い
る
た
め
、
文
体
及
び
一
部
表
現
の
類
似
を
指
摘
す
る
に
止
ま
り
、
願

文
の
表
現
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
憶
良
に
よ
っ
て
取
り
入
れ
ら
れ
、
ま
た
、

そ
れ
ら
の
作
品
が
『
萬
葉
集
』
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持
つ
か
は
関
心

外
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
事
情
を
承
け
て
、
筆
者
は
憶
良
の
作
品
三
点
に
お
け
る
敦
煌
願
文

の
影
響
に
つ
い
て
、
語
句
の
出
典
か
ら
作
品
の
意
義
に
つ
い
て
改
め
て
考
察
を

行
い
、
憶
良
ひ
い
て
は
上
代
文
学
と
願
文
の
関
連
を
め
ぐ
る
研
究
を
深
め
る
た

め
の
問
題
提
起
を
し
た
い
と
思
う
。

二
、「
無
題
漢
詩
序
」
と
「
臨
壙
文
」

　
願
文
は
、
佛
前
に
て
行
わ
れ
る
祈
祷
文
　
「
願
文
」「
呪
願
文
」「
邑
願
文
」

「
當
家
平
安
願
文
」
の
よ
う
な
も
の
だ
け
で
は
な
く
、「
燃
燈
文
」「
臨
壙
文
」

「
行
城
文
」「
布

文
」「
印
沙
佛
文
」「
追
福
文
」「
亡
文
」「
駆
儺
文
」
等
の
よ

う
な
、
目
的
に
応
じ
た
題
名
も
多
々
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
中
の
一
種
と
な

る
「
臨
壙
文
」
は
、
本
来
死
者
を
埋
葬
す
る
際
に
読
み
上
げ
ら
れ
る
願
文
で
あ

る
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
、『
萬
葉
集
』
巻
五
所
収
憶
良
の
作
と
な
る
「
無
題

漢
詩
序
」
と
は
多
く
の
点
で
類
似
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
下
、「
無
題
漢
詩

序
」
の
原
文
、「
臨
壙
文
」
の
例
文
、
更
に
語
句
の
出
典
の
比
較
、
と
い
う
順

で
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
試
論
を
行
う
。

　　
（
１
）
原
文

　『
萬
葉
集
』
巻
五
の
冒
頭
に
、
妻
大
伴
郎
女
を
亡
く
し
た
大
伴
旅
人
の
「
報

凶
問
歌
」
に
続
き
、
山
上
憶
良
が
献
上
し
た
左
記
の
よ
う
な
「
無
題
漢
詩
序
」

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

　
無
題
漢
詩
序

蓋
聞
、
四
生
起
滅
方
夢
皆
空
。
三
界
漂
流
喩
環
不
息
。
所
以
維
摩
大
士
在

乎
方
丈
、
有
懐
染
疾
之
患
、
釋

能
仁
坐
於
雙
林
、
無
免
泥

之
苦
。
故

知
、
二
聖
至
極
不
能
拂
力
負
之
尋
至
、
三
千
世
界
誰
能
逃
黒
闇
之
捜
来
。

二
鼠
競
走
而
度
目
之
鳥
旦
飛
、
四
蛇
争
侵
而
過

之
駒
夕
走
。
嗟
乎
痛
哉
、

紅
顏
共
三
従
長
逝
、
素
質
与
四
徳
永
滅
。
何
圖
、
偕
老
違
於
要
期
獨
飛
生

於
半
路
。
蘭
室

風
徒
張
、
断
腸
之
哀
弥
痛
。
枕
頭
明
鏡
空
懸
、
染

之

涙
逾
落
。
泉
門
一
掩
、
無
由
再
見
、
嗚
呼
哀
哉
。

　
　
愛
河
波
浪
已
先
滅
、

　
　
苦
海
煩
悩
亦
無
結
。

　
　
従
来
厭
離
此
穢
土
、

　
　
本
願
託
生
彼
浄
刹
。
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憶良の述作と敦煌願文

 
（
佐
竹
・
木
下
・
小
島
『
萬
葉
集
・
本
文
篇
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
五
年
、
一
〇

五
頁
。
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
、
以
下
同
）

　　
右
の
文
に
つ
い
て
出
典
論
の
立
場
か
ら
そ
の
性
格
を
論
じ
た
小
島
憲
之
氏
は
、

『
文
選
』
巻
五
十
九
所
収
「
頭
陀
寺
碑
文
」（
梁
・
王
巾
作
）
の
序
に
見
え
る

「
蓋
聞
」「
能
仁
」「
双
樹
」「
大
千
」「
三
界
」
と
い
っ
た
語
が
こ
の
文
と
共
有

す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
）
4
（

、
一
方
、
中
西
進
氏
は
、
一
文
の
関
連
用
語
は
、

和
漢
の
広
範
囲
の
文
献
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
一
つ
の
出
典
に
限
定
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
と
す
る
）
5
（

。
後
に
芳
賀
紀
雄
氏
は
文
体
の
相
違
に
注
目
し
つ
つ
、

こ
の
文
を
誄
や
哀
策
の
類
と
見
る
こ
と
に
対
し
て
疑
問
を
呈
し
た
上
で
、
慣
用

的
佛
教
語
の
多
用
す
る
点
を
、
死
者
の
た
め
の
設
斎
文
・
供
養
願
文
の
類
と
結

び
つ
け
、
こ
の
文
は
死
者
の
供
養
・
追
善
の
機
会
に
際
し
て
作
ら
れ
た
も
の
と

推
測
し
、
一
文
を
「
設
斎
の
願
文
の
一
変
形
」
と
し
て
い
る
）
6
（

。

　
芳
賀
氏
は
、
こ
う
し
た
類
の
文
章
は
正
倉
院
に
現
存
す
る
聖
武
天
皇
宸

の

『
雑
集
』（
天
平
三
年
書
写
）
に
抄
出
さ
れ
た
、
唐
越
州
の
僧
霊
実
の
『
鏡
中
釈

霊
実
集
』
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
指
摘
し
、
こ
れ
を
受
け
て
佐
藤
美
知
子

氏
は
こ
の
文
を
始
め
と
す
る
憶
良
の
漢
詩
文
と
の
語
彙
に
つ
い
て
調
査
し
、
憶

良
が
聖
武
に
提
供
し
た
も
の
と
の
仮
説
ま
で
出
し
て
い
る
）
7
（

。
最
終
的
に
こ
の
説

は
、
一
文
を
大
宰
帥
大
伴
旅
人
の
妻
大
伴
郎
女
の
死
後
、
神
亀
五
年
（
七
二

八
）
七
月
二
十
一
日
、
百
日
の
供
養
に
際
し
て
献
呈
さ
れ
た
も
の
と
見
る
井
村

哲
夫
氏
の
考
証
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
）
8
（

、
現
在
ほ
ぼ
定
着
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、『
敦
煌
願
文
集
』
所
収
の
「
臨
壙
文
」
と
比
較
し
て
み
る
と
、
右

記
「
無
題
漢
詩
序
」
は
、「
臨
壙
文
」
と
は
文
体
か
ら
用
語
ま
で
多
く
の
類
似

が
認
め
ら
れ
、
よ
り
密
接
な
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。
以
下
実
例
に
即
し
て
比
較

し
て
み
よ
う
。
こ
れ
か
ら
引
用
す
る
原
文
は
、
黄
徴
・
呉
偉
編
校
『
敦
煌
願
文

集
』
に
基
づ
く
が
、
引
用
文
献
の
末
尾
に
付
す
番
号
は
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｓ
＝
ス
タ

イ
ン
文
書
（S

tein
, 
M
ark
 
A
u
rel

）、
と
Ｐ
＝
ペ
リ
オ
文
書
（P

au
l 
P
ellio
t

）、

北
圖
＝
北
京
圖
書
館
に
お
け
る
当
該
文
献
の
整
理
番
号
を
指
す
。
ま
た
、
記
号

に
つ
い
て
は
『
敦
煌
願
文
集
』
に
従
い
、
①
脱
字
を
補
う
場
合
は
﹇
　
﹈。
②

読
み
替
え
、
仮
借
字
、
省
文
、
異
体
字
は（
　
）の
中
に
示
す
。
③
錯
字
は（
　
）

の
中
に
示
す
。
④
残
欠
の
場
合
は
一
字
を
□
で
示
す
。

　　
（
２
）「
臨
壙
文
」
例

　「
臨
壙
文
」
は
、「
嘆
壙
文
」
と
も
称
せ
ら
れ
、
広
く
「
亡
文
」
　
死
者
へ
捧

げ
る
「
願
文
」
　
の
一
種
と
も
見
ら
れ
る
が
、
主
と
し
て
死
者
の
葬
式
に
捧
げ

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
の
例
が
そ
の
内
容
と
様
式
を
伝
え
て
い
る
。

　

〈
例
１
〉

是
以
受
形
三
界
、
若
電
影
之
難
留
。
人
之
百
齢
、
以
（
似
）

光
而
非
久
。

是
知
生
死
之
道
、
熟
（
孰
）
能
免
之
。
縦
使
紅
顔
千
載
、
終
帰
﹇
□
﹈
上

之
塵
。
財
積
丘
山
、
會
化
黄
泉
之
土
。
是
日
、
笂
車
颱
颱
、
送
玉
質
於
荒

郊
。
素
盖
翩
翩
、
餞
凶
儀
而
亘
道
。
至
孝
等
對
孤
墳
而
躄
踴
、
涙
下
数
行
。
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扣
棺
槨
以
號

、
心
推
（
摧
）
一
寸
。
泉
門
永
閉
、
再
睹
無
期
。
地
戸
長

関
、
更
開
何
日
。
無
以
奉
酬
罔
極
、
仗
諸
佛
光
之
威
光
。
孝
等
止
哀
停
悲
、

大
衆
為
稱
十
念
、

南
無
大
慈
大
悲
西
方
極
楽
世
界
阿
弥
陀
仏
三
遍

南
無
大
慈
大
悲
西
方
極
楽
世
界
観
世
音
菩

三
遍

南
無
大
慈
大
悲
西
方
極
楽
世
界
大
勢
至
菩

三
遍

南
無
大
慈
大
悲
地
蔵
菩

一
遍

向
来
称
揚
十
念
功
徳
、
滋
益
亡
霊
神
生
浄
土
、
惟
願
花
臺
花
盖
、
空
裏
来

迎
。
寶
座
金
床
、
承
空
接
引
。
摩
尼
殿
上
、
聴
説
苦
、
空
。
八
解
泥

（
池
）
中
、
蕩
除
無
名
之
垢
。
観
音
、
勢
至
、
引
到
□
方
、
弥
勒
尊
前
、

分
明
聴
説
。
現
存

（
眷
）
属
、
福
楽
百
年
。
過
往
亡
霊
、
神
生
浄
土
。

孝
子
等
再
拜
奉
辭
、
和
南
聖
衆
。

 

（〈
廻
向
發
願
範
本
等
〉・
嘆
壙
・S

4474

）

　〈
例
２
〉

蓋
聞
受
形
三
界
、
若
雷
影
而
庭
流
。
稟
性
閻
浮
、
似
電
光
之
速
轉
。
然
則

寶
山
掩
（
奄
）
碎
、
玉
樹
俄
摧
。
落
桂
質
於
長
墳
、
埋
花
容
於
壙
（
曠
）

野
。
臨
棺
取
別
、
哽
噎
断
腸
。
舎
離
恩
慈
、
永
作
黄
泉
之
客
。
啓
音
烏
之

兆
（

）、
禮
俗
九
原
。
崇
白
薦
之

（
塋
）、
嘶
聲
駟
馬
。
魂
驚
素
柳
、

招
泉
路
以
飄

。
風
起
白
雲
、
振
松

而
蕭
索
。
厥
今
請
僧
徒
於
郊
外
、

捨
施
利
於
笂
前
。
懇
志
哀
非
、
陳
斯
願
者
、
奉
為
亡
霊
臨
壙
追
福
之
嘉
會

也
。
惟
亡
公
乃
志
同
崑
玉
、
意
並
寒
松
。
懐
文
抱
擲
地
之
才
、
韜
武
有
猿

啼
之
略
。
将
謂
長
延
世
上
、
永
處
人
間
。
豈
期
天
壽
潛
移
、
訃
臨
徴
切
。

遂
所
（
使
）
威
力
解
骨
、
祓
二
鼠
之
侵
年
。
毒
火

（

）

、
為
四
蛇

﹇
之
﹈
促
命
。
俄
辭
自
（
白
）
日
、
将
入
玄
泉
（
下
残
）。

 

（〈
亡
文
範
本
等
〉・
臨
壙
・S

5639

）

　〈
例
３
〉

厥
今
所
申
意
□
（
者
）、
奉
為
亡
妻
某
七
追
念
之
加
（
嘉
）
會
也
。
惟
妻

乃
彩
輝
桂
壁
、
秀
掩
□
蘭
。
四
海
之
譽
獨
彰
、
千
姿
之
禮
早
正
。
柔
襟

﹇
雪
﹈
影
、
婦
礼
播
於
六
姻
。
淑
質
霜
明
、
女
範
﹇
弘
﹈
於
九
族
。
将
謂

久
居
人
代
、
偕
老
斉
亡
。
何
圖
一
已
変
傾
、
半
身
老
苦
。
豈
謂
金
俄

（
娥
）
魂
散
、
璧
月
光
沈
。
霜
（
傷
）
□
鏡
於
粧
臺
、
貴
（
遺
）
鳳
釵
於
綺

帳
。
魂
帰
冥
路
、
恒
母
子
之

之
燈
前
、
望
還
形
而
再
感
。
但
以
情
心

弥
切
、
無
路
尋
蹤
。
唯
□
□
教
之

、
福
門
控
告
。
故
於
是
日
、
以
建
斎

筵
、
邀
屈
聖
凡
、

開
玉
相
、
廣
竪
□
（
珍
）
綺
。
轉
念
焚
香
、
且

栄

崇
善
、
並
用
荘
厳
亡
□
妻
神
識
、
惟
願
弥
（
下
残
缺
）

 

（〈
願
文
範
本
等
〉・
亡
妻
文
・S

4992

）

　　
（
３
）
語
句
の
出
典

　
右
記
三
例
の
「
臨
壙
文
」
を
一
読
す
る
に
、「
蓋
聞
」「
紅
顔
」「
三
界
」「
二

鼠
」「
四
蛇
」
等
、「
無
題
漢
詩
序
」
に
一
致
す
る
用
語
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
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単
な
る
偶
然
で
な
い
こ
と
が
、
そ
う
し
た
用
語
を
含
め
た
文
章
表
現
の
比
較
を

通
し
て
知
ら
れ
る
。

　　
⒜
　
釋

能
仁
坐
於
雙
林
、
無
免
泥

之
苦

　「
雙
林
」（
沙
羅
樹
の
林
）、「
泥

」（
涅
槃
、N

irvan
a

）
は
と
も
に
よ
く
見

る
佛
教
用
語
で
あ
る
が
、
一
文
の
表
現
、「
泥

の
苦
し
び
を
免
る
る
こ
と
無

し
」
は
、
前
掲
「
臨
壙
文
」
及
び
他
の
願
文
に
見
え
る
、

　

○
是
知
生
死
之
道
、
熟
（
孰
）
能
免
之
。（
例
１
）

○
但
以
情
（
清
）
歳
摧
人
、
白
駒
過

。
未
免
三
途
之
苦
、
常
輝
四
瀑
之

流
。 
（〈
燃
燈
文
〉・P

2854

）

　に
類
似
し
て
お
り
、
次
の
⒝
に
挙
げ
ら
れ
る
例
文
と
併
せ
て
考
え
れ
ば
、
憶
良

の
表
現
に
影
響
し
た
可
能
性
は
否
定
し
難
い
。

　
⒝
　
二
鼠
競
走
而
度
目
之
鳥
旦
飛
、
四
蛇
争
侵
而
過

之
駒
夕
走

　
右
記
の
出
典
に
つ
い
て
、
契
沖
『
萬
葉
代
匠
記
』（
精

本
）
が
「
賓
頭
盧

突
羅
闍
為
優
陀
延
王
説
法
経
」
に
見
え
る
寓
話
を
引
く
が
、
類
想
句
と
し
て
、

宝
亀
十
年
（
七
七
九
）「
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
百
七
十
六
奥
書
」（『
古
経
題
跋

随
見
録
』）
に
見
え
る
、

　

　
　
豈
是
謂
四
蛇
侵
命
、
二
鼠
催
年
。
報
運
既
窮
、
奄
然
去
世
。

　や
、
空
海
『
遍
照
發
揮
性
霊
集
』
巻
四
に
あ
る
、

　　
　
四
蛇
、
相
闘
身
府
、
両
鼠
、
争
伐
命
藤
。

　を
出
典
と
見
る
説
も
あ
る
。
し
か
し
、
願
文
に
は
、
左
記
の
よ
う
に
常
套
的
な

対
句
表
現
と
し
て
数
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

○
惟
患
者
乃
遂
為
寒
暑
注
後
（
匡
候
）、
摂
養
乖
方
。
染
流
疾
於
五
情
、

抱
煩

於
六
府
。
力
微
動
止
、
怯
二
鼠
之
侵
騰
（
藤
）。
気

晨
霄
（
宵
）、

懼
四
蛇
之
毀

（
篋
）。

 

（〈
二
月
八
日
文
等
範
文
〉・
患
文
・S

1441

・P
3825

）

○
患
者
乃
英
霊
俊
傑
、
文
武
雙
（
全
）
…
…
力
微
動
止
、
怯
二
鼠
之
侵
騰

（
藤
）。
気

（
輟
）
晨
霄
（
宵
）、
懼
四
蛇
之
毀

（
篋
）。

 

（〈
俗
丈
夫
患
文
〉・S

5561

）

○
是
以
兩
鼠
催
年
、
恒
思

。
四
蛇
捉
（
促
）
命
、
本
自
難
留
。

 

（〈
亡
文
等
句
段
集
抄
〉・
願
亡
人
・P

2313

）

○
夫
四
山
逼
命
、
千
古
未
免
其
禍
。
二
鼠
催
年
、
百
代
同
追
其
福
。

 

（〈
亡
文
等
句
段
集
抄
〉・
願
亡
人
・P

2313

）

○
然
今
施
主
知
四
蛇
而
同
篋
、
悟
三
界
之
無
常
。
造
二
鼠
之
侵
騰
、
識
六
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塵
之
非
救
（
久
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（〈
佛
文
〉・P

2341

）

○
蓋
聞
無
餘
涅
槃
、
金
棺
永
寂
。
有
為
生
死
、
火
宅
恒
然
。
但
世
界
無
常
、

暦
（
歴
）
二
時
如
（
運
轉
）。
光
陰
遷
易
、
馳
四
想
（
相
）
以
奔
流
。

 

（〈
臨
壙
文
〉・S

6417

）

○
蓋
聞
無
餘
涅
槃
、
金
棺
永
寂
。
有
為
生
死
、
火
宅
恒
然
。
但
世
界
無
常
、

光
陰
千
遍
（
變
）。
故
有
二
儀
運
轉
、
四
相
奔
流
、
明
闇
交
遷
、
晨
昏
遞

謝
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（〈
臨
壙
文
〉・P

234

）

 

○
無
餘
涅
槃
、
金
棺
永
謝
。
有
為
生
死
、
火
宅
恒
然
。
但
世
界
無
常
、
暦

（
歴
）
二
時
而
運
轉
。
光
陰
遷
亦
（
易
）、
除
四
相
以
奔
流
。

 
（〈
臨
壙
文
〉・
北
圖
・7133

）

　　
更
に
、「
四
蛇
争
侵
而
過

之
駒
夕
走
」
に
つ
い
て
も
、
願
文
に
あ
る
、

　

○
人
之
百
齢
、
以
（
似
）
隙
光
而
非
久
。（〈
例
１
〉）

○
但
以
情
（
清
）
歳
摧
人
、
白
駒
過

。 

（〈
燃
燈
文
〉・P

2854
）

　と
の
表
現
に
も
通
じ
て
い
る
。
従
っ
て
、
一
文
の
出
典
を
考
え
る
際
、
右
記

「
臨
壙
文
」
を
中
心
と
す
る
願
文
の
表
現
を
優
先
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　　
⒞
　
何
圖
偕
老
違
於
要
期
、
獨
飛
生
於
半
路

　『
代
匠
記
』
は
「
雙
鳧

北
飛
、
一
鳧
獨
南
翔
」（『
漢
書
・
李
陵
與
蘇
武

詩
』）
及
び
「
棲
々
失
群
鳥
、
日
暮
猶
獨
飛
」（
陶
淵
明
「
飲
酒
」）
を
示
し
て
い

る
。
ま
た
、
芳
賀
紀
雄
氏
は
、
似
た
表
現
と
し
て
、『
遍
照
發
揮
性
霊
集
』
巻

七
に
見
る
空
海
作
の
願
文
、
達

文
の
例
、

　

○
誰
圖
降
年
不
遠
、
片
鳧
忽
飛
。　
　
　
（
前
清
・
丹
州
「
為
亡
妻
達

」）

○
豈
圖
、
生
離
哭
千
里
、
偕
老
喪
一
期
。

（
大
夫
笠
左
衛
佐
「
為
亡
室
造
大
日

像
願
文
」）

　を
指
摘
し
て
い
る
が
、
願
文
に
は
、
前
引
の
例
を
含
め
て
次
の
一
連
の
表
現
が

注
目
さ
れ
る
。

　

○
奉
為
亡
妻
某
七
追
念
之
加
（
嘉
）
會
也
。
…
…
将
謂
久
居
人
代
、
偕
老

斉
亡
。
何
圖
一
已
変
傾
、
半
身
老
苦
。（
例
３
）

○
本
冀
外
光
台
粗
（
祖
？
筆
者
注
）、
内
益
家
風
。
将
素
首
以
同
歓
、
去
泉

臺
而
共
住
。
何
期
雙
鸞
一

、
雨
（
兩
）
劍
單
沈
。
斉
眉
之
礼
奚
申
、

膝
之
儀
孰
要
。 

（〈
亡
文
範
本
等
〉・
亡
夫
・S

5639

）

○
庭
前
悄
悄
、
望
圓
月
以
増
悲
。
帳
﹇
中
﹈
寥
寥
、
對
孤
燈
而
更
切
。

念
以
孤
鸞
獨
處
、
林
（
臨
）
鏡
而
増
悲
。
別
鶴
分
飛
、
睹
琴
聲
而
氣
盡
。

 

（〈
願
文
等
範
本
〉・
夫
亡
・S

2832

）

○
嗟
一
鳳
之
長
辞
、
痛
雙
鸞
之
失
侶
。
　（〈
願
文
範
本
〉・
天
王
・P

2044

）

○
何
奈
鴛
衾
半
巻
、
鳳
枕
孤
遣
。
　
　（〈
亡
文
範
本
等
〉・
夫
人
・S

5639

）
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　と
あ
る
表
現
が
見
ら
れ
、「
偕
老
」
の
み
な
ら
ず
、
意
味
の
方
か
ら
し
て
、「
獨

飛
生
於
半
路
」
に
対
し
て
「
半
身
老
苦
」「
雙
鸞
一

」「
孤
鸞
獨
處
」「
別
鶴

分
飛
」
等
が
い
ず
れ
も
突
然
飛
び
立
つ
鳥
を
も
っ
て
死
者
を
喩
え
な
が
ら
、
取

り
残
さ
れ
た
者
の
孤
独
を
言
う
も
の
で
あ
り
、
互
い
に
深
く
関
わ
る
表
現
と
見

ら
れ
よ
う
。

　　
⒟
　
泉
門
一
掩
、
無
由
再
見

　
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
諸
説
が
あ
り
、
と
り
わ
け
墓
誌
類
に
集
中
す
る
次
の
一

連
の
表
現
を
検
出
し
た
上
で
そ
の
関
連
と
見
る
説
が
有
力
で
あ
る
。

　

○
雖
非
舞
鶴
、
即
掩
泉
門
。 

（『

子
山
集
』
巻
十
五
）

○
泉
門
一
閉
、
白
日
淪
光
。

 

（
北
魏
「
元
仙
墓
誌
」『
漢
魏
南
北
朝
墓
誌
集
釈
』
図
版84
）

○
泉
門
既
掩
、
宝
鏡
自
塵
。

 

（
北
魏
「
王
夫
人
寧
陵
公
主
墓
誌
」
同
右
図
版190

）

○
泉
門
鎮
掩
、
誰
迎
夢
齢
。

 

（
隋
「
張
業
曁
妻
路
氏
墓
誌
」
同
右
図
版462

・2

）

○
泉
門
一
閉
、
去
矣
攸
攸
。 

（
北
魏
「
蘇
屯
墓
誌
」
同
右
図
版258

）

○
泉
門
一
閉
、
陵
谷
代
遷
。

 

（
北
魏
「
渤
海
大
守
王
偃
墓
誌
」『
八
瓊
室
金
石
補
正
』
巻
十
八
）

　　
一
方
、
芳
賀
氏
は
墓
誌
の
他
に
、
唐
・
駱
賓
王
「
傷
祝
阿
王
明
府
」
の
詩
、

　　
　
煙
晦
泉
門
閉
、
日
尽
夜
台
空
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
駱
臨
海
集
』
巻
二
）

　に
も
関
連
を
求
め
て
い
る
。
し
か
し
、
諸
例
は
「
泉
門
」
こ
そ
一
致
す
る
も
の

の
、
そ
の
次
の
句
は
殆
ど
「
こ
れ
を
も
っ
て
時
間
が
永
遠
に
停
止
す
る
」
意
と

な
っ
て
お
り
、「
無
由
再
見
　
も
う
永
遠
に
会
え
な
い
」
と
は
異
な
る
表
現
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
晋
・
潘
岳
「
悼
亡
詩
三
首
」
に
は
、

　　
　
之
子
帰
窮
泉
、
重
壌
永
幽
隔
。

　と
あ
る
句
が
ま
だ
し
も
近
い
例
に
見
え
る
が
、
色
々
あ
る
中
で
、
や
は
り
前
引

例
１
の
、

　　
　
泉
門
永
閉
、
再
睹
無
期
。

　は
、「
泉
門
一
掩
、
無
由
再
見
」
の
意
味
と
一
致
し
て
い
る
の
で
、
両
者
は
よ

り
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
更
に
も
う
一
例
も
参
考
さ
れ
よ

う
。
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慈
顔
一
去
、
再
睹
無
期
。 

（〈
願
文
範
本
等
〉・
脱
服
文
・P

2237

）

　　
⒠
　
愛
河
波
浪
已
先
滅
、
苦
海
煩
悩
亦
無
結
。
従
来
厭
離
此
穢
土
、
本
願
託

生
彼
浄
刹

　
従
来
の
研
究
で
は
、
こ
の
漢
詩
を
漢
文
か
ら
独
立
し
た
も
の
と
見
る
傾
向
が

あ
る
。
中
で
は
井
村
哲
夫
氏
が
「
憶
良
は
こ
の
作
文
に
七
言
の
詩
を
添
え
た
が
、

そ
の
詩
の
趣
旨
は
、
亡
き
人
共
々
後
生
を
浄
刹
に
よ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
、

願
文
の
結
び
に
相
当
す
る
内
容
の
詩
で
あ
る
」
と
い
う
見
解
を
示
し
）
9
（

、
更
に
そ

の
意
義
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

　

萬
葉
集
の
中
で
、
極
楽
は
見
つ
け
難
い
の
だ
が
、
山
上
憶
良
の
漢
詩
、
愛

河
波
浪
已
先
滅
、
苦
海
煩
悩
亦
無
結
。
従
来
厭
離
此
穢
土
、
本
願
託
生
彼

浄
刹
。
こ
の
結
句
の
「
浄
刹
」
は
、
本
願
託
生
の
願
い
を
述
べ
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
と
り
た
て
て
は
例
の
阿
弥
陀
の
第
十
八
願
（
念
仏
往
生
願
）

を
想
起
し
易
い
の
で
あ
り
、
あ
る
い
は
こ
れ
は
西
方
極
楽
浄
土
を
観
想
し

て
い
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
写
経
願
文
の
一
例
を
参
考
し
て
お
く
。

お
の
も
お
の
も
本
願
の
ま
に
ま
、
上
天
に
往
生
し
て
弥
陀
を
頂
礼
し
、
浄

域
に
遊
戯
し
て
弥
陀
に
面
え
奉
り
…
…

 

（
長
屋
王
発
願
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
奥
跋
願
文
）

ち
な
み
に
、
こ
の
漢
詩
は
大
伴
旅
人
が
妻
大
伴
郎
女
を
喪
っ
た
不
幸
に
際

し
、
そ
の
百
日
供
養
の
折
に
供
養
願
文
の
意
味
を
こ
め
て
作
詩
し
、
旅
人

に
献
呈
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
作
品
で
あ
る
。
厭
離
穢
土
・
本
願
託
生

の
語
句
は
供
養
願
文
に
お
き
ま
り
の
成
句
と
は
言
え
、
憶
良
が
当
時
と
し

て
は
か
な
り
先
鋭
的
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
浄
土
教
の
思
想
に
触
れ
て
い
た

ら
し
い
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
が
憶
良
の
思
想
や
作
品
形

成
に
関
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
い
は
小
さ
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、〈
例
１
〉
に
見
え
る
「
孝
等
止
哀
停
悲
、
大
衆
為
稱
十

念
」
と
あ
る
部
分
に
注
目
し
た
い
。
そ
の
目
的
は
、「
十
念
功
徳
」
を
称
揚
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
過
往
亡
霊
、
神
生
浄
土
」
　 

亡
霊
が
浄
土
に
再
生
さ
れ

る
こ
と
を
祈
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
一
文
の
最
後
に
位
置
付
け
ら
れ
る

こ
の
漢
詩
も
、
内
容
か
ら
し
て
同
様
の
機
能
を
発
揮
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

つ
ま
り
、
こ
の
漢
詩
は
、
本
来
「
十
念
功
徳
」
の
代
わ
り
に
作
ら
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
願
文
類
に
お
い
て
、
文
末
を
飾
る
表
現
と
し
て
、
左
記

の
よ
う
に
、

　

○
惟
願
出
沈
淪
之
苦
海
、
乗
解
脱
之
舟
船
。
離
穢
濁
之
閻
浮
、
生
極
楽
之

國
土
。 

（〈
發
願
文
範
本
〉・
北
圖8672

）

○
其
僧
徒
﹇
以
﹈
済
済
、
楽
法
侶
以

。
棄
煩
悩
之
愛
河
、
登
涅
槃
之

彼
岸
。 

（〈
發
願
文
範
本
〉・
北
圖8672

）

○
唯
願
神
生
浄
土
、
識
坐
蓮
台
。
常
辞
五
濁
之
中
、
永
出
六
天
之
外
。

 

（〈
二
月
八
日
文
等
範
本
〉・
亡
父
母
文
・
甲
巻S

1441

・
乙
巻P

3825

）
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○
唯
願
識
託
西
方
、
魂
遊
浄
國
。 

（〈
亡
男
文
〉・P

2341

）

○
唯
願
遨
遊
浄
土
、
身
業
於
七
池
。
消
散
蓮
臺
、
戯
心
花
於
八
水
。

 

（〈
廻
向
發
願
等
範
本
〉・
亡
・S

4081

）

○
承
七
花
之
浄
國
、
遊
八
解
之
天
宮
。
向
十
地
之
无
窮
、
登
一
生
之
補
處
。

 

（〈
廻
向
發
願
等
範
本
〉・
亡
・S

4081

）

　と
い
う
も
の
が
多
数
見
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
右
記
「
發
願
文
範
本
」
の
文
章
は
、

全
文
の
趣
旨
の
み
な
ら
ず
、「
無
題
漢
詩
序
」
と
は
用
語
の
一
致
も
見
ら
れ
、

他
の
例
と
合
わ
せ
て
い
ず
れ
も

儷
文
ま
た
は
韻
文
の
形
式
を
用
い
て
死
者
の

亡
霊
の
浄
土
往
生
を
祈
念
す
る
も
の
で
あ
る
。
憶
良
が
先
鋭
的
だ
っ
た
浄
土
教

の
思
想
を
一
文
に
反
映
さ
せ
た
と
い
う
見
方
も
出
来
る
が
、
右
記
の
こ
と
は
、

一
文
の
後
に
続
く
漢
詩
の
意
味
、
機
能
に
つ
い
て
再
考
す
る
必
要
性
を
示
唆
し

て
お
り
、
今
後
更
に
追
求
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
。

　　
（
４
）『
萬
葉
集
』
に
お
け
る
一
文
の
意
義

　
以
上
、「
無
題
漢
詩
序
」
と
敦
煌
願
文
　
「
臨
壙
文
」
の
類
似
点
に
つ
い
て

指
摘
し
た
。
こ
こ
で
考
え
た
い
の
は
、『
萬
葉
集
』
に
お
け
る
一
文
の
意
義
で

あ
る
。
従
来
の
研
究
で
は
、
日
本
に
お
け
る
願
文
の
発
生
は
奈
良
朝
に
遡
る
と

さ
れ
て
い
る
が
、
本
格
的
な
作
成
は
空
海
に
始
ま
る
と
の
認
識
が
一
般
的
で
あ

る
。
例
え
ば
、
芳
賀
紀
雄
「
憶
良
の
挽
歌
詩
」
も
、

　

願
文
は
、
奈
良
朝
に
お
い
て
は
写
経
の
跋
語
と
し
て
添
え
ら
れ
た
も
の
程

度
し
か
残
ら
な
い
が
、
空
海
に
よ
っ
て
基
盤
が
敷
か
れ
、
爾
後
盛
行
を
見

る
に
到
っ
た
こ
と
は
周
知
で
あ
る
。
先
蹤
と
な
る
べ
き
中
国
の
例
に
関
し

て
い
え
ば
、
唐
代
で
は
、
す
で
に
四
十
九
日
ま
で
の
供
養
は
も
と
よ
り
、

卒
哭
・
小
祥
・
大
祥
が
佛
事
と
結
び
つ
い
て
い
た
だ
け
に
、
願
文
の
た
ぐ

い
も

繁
に
行
わ
れ
た
と
想
像
さ
れ
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
が
散
逸
し
た

よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
が
た
ん
な
る
憶
測
で
な
い
こ
と
は
、
天
平
三
（
七
三

一
）
年
聖
武
天
皇
の
書
写
に
な
る
「
聖
武
天
皇
宸

雑
集
」（
正
倉
院
蔵
）

の
な
か
に
、
霊
実
の
作
例
が
伝
え
ら
れ
る
事
実
に
よ
っ
て
明
瞭
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
『
鏡
中
釈
霊
実
集
』
所
収
の
「
為
人
父
忌
設
斎
文
」「
為
人
母

祥
文
」「
為
人
妻
祥
設
斎
文
」
等
が
そ
れ
で
あ
る
。『
日
本
国
見
在
書
目

録
』（
別
集
家
）
に
は
『
釈
霊
実
集
十
巻
』
と
録
し
、
佚
書
と
は
な
っ
て

い
る
が
、
当
時
か
か
る
文
章
が
舶
載
さ
れ
て
憶
良
の
周
囲
に
は
存
し
て
お

り
、
ま
た
空
海
の
願
文
の
淵
源
と
な
っ
た
こ
と
だ
け
は
、
確
信
し
う
る
と

思
う
。

　と
さ
れ
て
い
る
。
芳
賀
氏
は
憶
良
周
辺
に
舶
載
願
文
が
存
し
て
い
た
こ
と
を
推

測
し
て
い
る
が
、『
釈
霊
実
集
十
巻
』
を
見
る
術
も
な
い
今
で
は
、
両
者
の
関

係
を
確
認
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
語
句
の
出
典
を
通
じ
て
見
た
よ
う

に
、「
無
題
漢
詩
序
」
に
お
け
る
憶
良
の
表
現
は
、
願
文
の
手
引
き
と
見
ら
れ

る
「
範
本
」
を
始
め
、
多
様
な
願
文
を
踏
ま
え
て
述
作
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
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「
臨
壙
文
」
の
体
裁
を
取
ろ
う
と
す
る
傾
向
さ
え
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
こ
の
「
無
題
漢
詩
序
」
と
名
づ
け
ら
れ
る
文
章
に
つ
い

て
、
名
称
か
ら
内
容
に
至
る
ま
で
、
今
一
度
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

筆
者
と
し
て
は
、
芳
賀
氏
が
取
る
「
設
斎
の
願
文
の
一
変
形
」
説
よ
り
も
一
歩

進
ん
で
、
一
文
を
上
代
日
本
に
お
け
る
願
文
作
成
の
先
蹤
と
見
て
差
し
支
え
な

い
と
考
え
て
い
る
。

三
、「
沈
痾
自
哀
文
」
と
「
患
文
」

　
憶
良
の
述
作
と
願
文
の
関
係
は
、
前
項
に
取
り
上
げ
た
例
に
止
ま
ら
な
い
。

例
の
「
沈
痾
自
哀
文
」
に
も
、
願
文
の
一
種
で
あ
る
「
患
文
」
の
影
響
が
色
濃

く
認
め
ら
れ
る
。『
敦
煌
願
文
集
』
に
拠
れ
ば
、

　

　「
患
」
は
即
ち
病
気
を
患
う
の
義
で
、「
患
文
」
は
肉
親
が
病
気
に
罹
っ

た
時
、
そ
の
親
類
が
寺
院
に
財
物
を
寄
付
し
、
神
霊
の
救
助
や
加
護
を
祈

る
時
に
誦
読
す
る
文
章
で
あ
る
。
よ
く
見
ら
れ
る
「
亡
文
」、「
患
難
月

文
」、「
臨
壙
文
」
等
の
文
章
と
は
大
同
小
異
で
、
敦
煌
地
区
で
広
く
流
行

し
て
い
た
願
文
の
一
種
で
あ
る
。

　と
定
義
付
け
ら
れ
て
い
る
。『
敦
煌
願
文
集
』
に
は
、
合
計
二
十
二

の
「
患

文
」
と
題
す
る
願
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
個
々
の
内
容
に
つ
い
て

読
む
と
、「
沈
痾
自
哀
文
」
と
は
、
文
体
、
語
句
、
構
造
に
お
い
て
多
く
の
類

似
点
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
以
下
、
両
者
を
比
較
す
る
た
め
に
、
ま
ず

「
沈
痾
自
哀
文
」
の
原
文
を
掲
げ
る
。

　　
（
１
）
原
文

　

沈
痾
自
哀
文

竊
以
、
朝
夕
佃
食
山
野
者
、
猶
無

害
而
得
度
世
、
謂
常
執
弓

不
避
六
斎

所
値
禽
獸
不
論
大
小
孕
及
不
孕
、
並
皆

食
、
以
此
爲
業
者
也
。
晝
夜
釣
漁
河
海
者
、

尚
有
慶
福
而
全
經
俗
。
謂
、
漁
夫
潜
女
各
有
所
勤
、
男
者
手
把
竹
竿
能
釣
波
浪
之
上
、

女
者
腰
帶
鑿
籠
潜
採
深
潭
之
底
者
也
。
況
乎
我
從
胎
生

于
今
日
、
自
有
修
善

之
志
、
曾
無
作
惡
之
心
。
謂
聞
諸
惡
莫
作
、
諸
善
奉
行
之
教
也
。
所
以
礼
拜
三

寶
、
無
日
不
勤
、
毎
日
誦
經
發
露
懺
悔
也
。
敬
重
百
神
、
鮮
夜
有
闕
。
謂
、
敬

拜
天
地
諸
神
等
也
。
嗟
乎

哉
、
我
犯
何
罪
、
遭
此
重
疾
。
謂
、
未
知
過
去
所
造

之
罪
若
是
現
前
所
犯
之
過
。
無
犯
罪
過
何
獲
此
病
乎
。
初
沈
痾
已
來
、
年
月
稍
多
。

謂
、
經
十
餘
年
也
。
是
時
年
七
十
有
四
、
鬢
髮
斑
白
、
筋
力

羸
。
不
但
年

老
復
加
斯
病
。
諺
曰
、
痛
瘡
灌
塩
、
短
材
截
端
、
此
之
謂
也
。
四
支
不
動
、

百
節
皆

、
身
體
太
重
、
猶
負
鈞
石
。
廿
四
銖
爲
一
兩
、
十
六
兩
爲
一
斤
、
卅
斤

爲
一
鈞
、
四
鈞
爲
一
石
、
合
一
百
廿
斤
也
。
懸
布
欲
立
、
如
折
翼
之
鳥
、
倚
杖
且

歩
、
比
跛
足
之
驢
。
吾
以
身
已
穿
俗
、
心
亦
累
塵
。
欲
知
禍
之
所
伏
、
祟

之
所
隱
、
龜
卜
之
門
、
巫
祝
之
室
、
無
不
徃
問
。
若
實
若
妄
、
隨
其
所
教
、

奉
幣
帛
、
無
不
祈

。
然
而
弥
有
増
苦
、
曾
無
減
差
。
吾
聞
、
前
代
多
有
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良
醫
、
救
療
蒼
生
病
患
。
至
若
楡
柎

鵲
華
他
秦
和
緩

稚
川
陶
隱
居
張

仲
景
等
、
皆
是
在
世
良
醫
、
無
不
除
愈
也
。

鵲
姓
秦
、
字
越
人
、
勃
海
郡
人

也
。
割
胸
採
心
易
而
置
之
、
投
以
神
藥
、
即
寤
如
平
也
。
華
他
字
元
化
、
沛
國

人
也
。

若
有
病
結
積
沈
重
在
内
者
、
刳
腸
取
病
、
縫
復
摩
膏
、
四
五
日
差
定
。
追
望
件
醫
、
非

敢
所
及
。
若

聖
醫
神
藥
者
、
仰
願
、
割
刳
五
藏
、
抄
探
百
病
、
尋
達
膏

盲
之

處
、
盲
鬲
也
、
心
下
爲
膏
。
攻
之
不
可
、
達
之
不
及
、
藥
不
至
焉
。
欲
顯
二

竪
之
逃
匿
。
謂
、
晉
景
公
疾
、
秦
醫
緩
視
而
還
者
、
可
謂
爲
鬼
所

也
。
命
根
既
盡
、

終
其
天
年
、
尚
爲
哀
。
聖
人
賢
者
一
切
含
靈
、
誰
免
此
道
乎
。
何
況
、
生
録
未

半
、
爲
鬼
枉

、
顏
色
壯
年
、
爲
病
横
困
者
乎
。
在
世
大
患
、
孰
甚
于
此
。

志
恠
記
云
、
廣
平
前
大
守
北
海
徐
玄
方
之
女
、
年
十
八
歳
而
死
。
其
靈
謂
馮
馬
子
曰
、
案

我
生
録
、
當
壽
八
十
餘
歳
。
今
爲
妖
鬼
所
枉

、
已
經
四
年
。
此
遇
馮
馬
子
、
乃
得
更
活

是
也
。
内
教
云
、
瞻
浮
州
人
壽
百
二
十
歳
。
謹
案
、
此
數
非
必
不
得
過
此
、
故
、
壽
延
經

云
、
有
比
丘
、
名
曰
難
達
。
臨
命
終
時
、
詣
佛
請
壽
、
則
延
十
八
年
。
但
善
爲
者
天
地
相

畢
。
其
壽
夭
者
業
報
所
招
、
隨
其
脩
短
而
爲
半
也
。
未
盈
斯

而

死
去
。
故
曰
未
半
也
。

任
徴
君
曰
、
病
從
口
入
。
故
君
子
節
其
飮
食
。
由
斯
言
之
、
人
遇
疾
病
不
必
妖
鬼
。
夫
醫

方
諸
家
之
廣
説
、
飮
食
禁
忌
之
厚
訓
、
知
易
行
難
之
鈍
情
、
三
者
盈
目
滿
耳
、
由
來
久
矣
。

抱
朴
子
曰
、
人
但
不
知
其
當
死
之
日
、
故
不
憂
耳
。
若
誠
知
羽

可
得
延
期
者
。
必
將
爲

之
。
以
此
而
觀
、
乃
知
、
我
病
蓋
斯
飮
食
所
招
而
、
不
能
自
治
者
乎
。
帛
公
略
説
曰
、

伏
思
自
勵
以
斯
長
生
。
生
可
貪
也
、
死
可
畏
也
。
天
地
之
大
徳
曰
生
。
故

死
人
不
及
生
鼠
。
雖
爲
王
侯
一
日
絶
氣
、
積
金
如
山
、
誰
爲
富
哉
。
威
勢

如
海
、
誰
爲
貴
哉
。
遊
仙
窟
曰
、
九
泉
下
人
、
一
錢
不
直
。
孔
子
曰
、
受

之
於
天
、
不
可
變
易
者
形
也
。
受
之
於
命
、
不
可
請
益
者
壽
也
。
見
鬼
谷

先
生
相
人
書
。
故
知
生
之
極
貴
、
命
之
至
重
。
欲
言
言
窮
。
何
以
言
之
。

欲
慮
慮
絶
。
何
由
慮
之
。
惟
以
人
無
賢
愚
、
世
無
古
今
、
咸
悉
嗟
歎
。
歳

月
競
流
、
晝
夜
不
息
。
曾
子
曰
、
徃
而
不
反
者
年
也
。
宣
尼
臨
川
之
歎
是
矣
也
。
老

疾
相
催
、
朝
夕
侵
動
。
一
代
懽
樂
未
盡
席
前
、
魏
文
惜
時
賢
詩
曰
、
未
盡
西
苑

夜
、
劇
作
北

塵
也
。
千
年
愁
苦
更
繼
坐
後
。
古
詩
云
、
人
生
不
滿
百
、
何
懷
千
年

憂
。
若
夫
群
生
品
類
、
莫
不
皆
以
有
盡
之
身
並
求
無
窮
之
命
。
所
以
道
人

方
士
、
自
負
丹
經
入
於
名
山
而
合
藥
者
、
養
性
怡
神
以
求
長
生
。
抱
朴
子

曰
、
神
農
云
、
百
病
不
愈
、
安
得
長
生
。
帛
公
又
曰
、
生
好
物
也
、
死
惡

物
也
。
若
不
幸
而
不
得
長
生
者
、
猶
以
生
涯
無
病
患
者
爲
福
大
哉
。
今
吾

爲
病
見
惱
、
不
得
臥
坐
。
向
東
向
西
莫
知
所
爲
。
無
福
至
甚
惣
集
于
我
。

人
願
天
從
。
如
有
實
者
、
仰
願
、
頓
除
此
病
、
頼
得
如
平
。
以
鼠
爲
喩
、

豈
不
愧
乎
。
已
見
上
也
。

（
前
掲
『
萬
葉
集
・
本
文
篇
』
一
二
一

－

一
二
三
頁
）

　　
右
の
「
沈
痾
自
哀
文
」
は
、
自
注
の
部
分
を
除
い
て
も
一
千
字
余
り
と
な
り
、

『
萬
葉
集
』
随
一
の
長

で
あ
る
。
そ
の
成
立
の
背
景
に
つ
い
て
様
々
な
憶
測

が
あ
る
が
、
一
般
的
に
は
重
病
に
臥
し
た
憶
良
が
自
身
の
身
の
上
を
嘆
く
も
の

と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
敦
煌
願
文
集
』
所
収
「
患
文
」
の
類
と
比

較
し
て
み
れ
ば
、「
沈
痾
自
哀
文
」
を
め
ぐ
る
こ
う
し
た
通
説
に
も
、
新
た
な

疑
問
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。
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（
２
）「
患
文
」
例

　
以
下
、『
敦
煌
願
文
集
』
の
中
か
ら
「
患
文
」
例
を
三
つ
選
び
、「
沈
痾
自
哀

文
」
と
の
対
比
を
行
っ
て
み
る
。

　

〈
例
１
〉

夫
佛
為
醫
王
、
有
疾
咸
救
。
法
為
良
薬
、
無
苦
不
治
。
是
以
應
念
消
矢

（
失
）、
所
求
必
遂
者
、
則
我
佛
、
法
之
用
也
。
然
今
即
有
坐
前
施
主

爐

捨
施
所
申
意
者
、
奉
為
某
公
染
患
経
今
数
旬
、
薬
餌
果
（
累
）
醫
、
不
蒙

抽
減
。
謹
将
微
斯
（
尠
）、
投
杖
三
尊
。
伏
乞
慈
悲
、
希
垂
懺
念
諸
家

（
之
嘉
）
會
也
。
惟
患
者
乃
四
大
假
合
、
□
（
疾
）
瘴
纏
身
。
百
節
酸

、

六
情
恍
惚
。
須
（
雖
）
服
人
間
薬

、
奇
聖
神
方
。
種
種
療
治
、
不
蒙
痊

愈
。
伏
聞
三
寶
、
是
出
世
醫
王
。
諸
佛
如
来
、
為
四
生
福
田
之
慈
父
。
所

以
危
中
告
佛
、
厄
乃
求
僧
。
仰
拓
（
託
）
三
尊
、
乞
祈
加
護
。
以
斯
捨
施

念
誦
功
徳
、
廻
向
福
因
、
先
用
荘
厳
患
者
即
體
、
惟
願
四
百
四
病
、
藉
此

雲
消
。
五
盖
十
纏
、
因
慈
（
茲
）
断
滅
。
薬
王
、
薬
上
、
受
（
授
）
与
神

方
。
観
音
、
妙
音
、
施
其
妙
薬
。
醍
醐
灌
頂
、
得
受
不
死
之
方
、
賢
聖
證

知
、
垂
惠
長
生
之
味
。
又
持
勝
福
、
次
用
荘
厳
爐
施
主
及
内
外
親
姻
等
、

惟
願
身
如
薬
樹
、
万
病
不
侵
。
體
如
金
剛
、
常
堅
常
固
。
今
世
後
世
、
莫

絶
善
縁
。
此
劫
来
生
、
道
芽
轉
盛
。
然
後
先
亡
遠
代
、
承
念
誦
往
生
西
方
。

見
在
宗
枝
、
保
禎
祥
而
延
年
益
受
（
壽
）。
摩
訶
般
若
、
利
楽
無
邊
。
大

衆
虔
誠
、
一
切
普
誦
。

 

（〈
患
文
〉・
甲
巻
・P

2058

、
乙
巻P

3566

）

　〈
例
２
〉

夫
慈
悲
普
化
、
遍
満
閻
浮
。
大
覚
雄
威
、
度
群
迷
於
六
趣
。
故
使
維
摩
現

疾
、
應
品
類
之
根
機
。
馬
麦
金
鏘
（
鎗
）、
表
衆
生
之
本
業
。
然
今
施
主

某
公
祈
妙
福
、
捨
所
珍
意
者
、
為
病
患
之
所
建
也
。
公
乃
四
大
假
合
、
痛

悩
纏
身
。
百
節
酸

、
六
情
恍
惚
。
雖
服
人
間
薬

、
世
上
醫
王
、
種
種

療
治
、
未
蒙
痊
損
。
復
聞
三
寶
、
是
出
世
間
之
法
王
。
諸
佛
如
来
、
為
四

生
之
慈
父
。
恒
用
伽
陀
之
妙
薬
、
済
六
道
之

。
以
自
在
之
神
通
、
抜

人
、
天
之
重
病
。
所
以
危
中
告
佛
、
厄
裏
求
僧
。
仰
托
三
尊
、
乞
祈
加
護
。

惟
願
以
慈
（
茲
）
捨
施
功
徳
、
念
誦
勝
因
、
先
用
荘
厳
患
者
即
體
、
惟
願

神
湯
灌
口
、
痛
悩
雲
除
。
妙
薬
茲
（
滋
）
身
、

殃
霧
巻
。
飲
雪
山
之
甘

露
、
恵
（
慧
）
命
遐
長
。

功
徳
之
香
餐
、
色
身
堅
固
。
又
持
是
福
、
次

用
荘
厳
施
主
合
門
居
眷
、
内
外
親
姻
等
、
惟
願
諸
佛
備
體
、
龍
天
護
持
。

障
不
侵
、
功
徳
圓
満
。
然
後
散
霑
法
界
、
普
及
有
情
。
頼
此
勝
因
、
咸

登
楽
果
。
摩
訶
般
若
、
利
楽
无
邊
。
大
衆
虔
誠
、
一
切
普
誦
。 

（〈
患
文
〉・P

2854

）

　〈例
３
〉

夫
慈
悲
普
化
、
遍
満
閻
﹇
於
﹈
浮
。
大
覚
雄
威
、
度
群
生
於
六
道
。
故
所
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（
使
）
維
摩
現
疾
、
托
在
毘
耶
。
諸
賢
問
疾
之
徒
、
往
於
方
丈
之
室
。
菩

現
病
、
應
品
類
之
根
機
。
馬
麦
金
鏘
（
鎗
）、
表
衆
生
之
本
業
。
然
今

意
者
、
病
患
之
也
。
惟
公
乃
四
大
假
合
、
椎
疾
纏
身
。
百
節
酸

、
六
情

恍
惚
。
雖
復
（
服
）
人
間
薬

、
世
上
醫
王
、
諸
佛
如
来
為
種
種
療
治
、

未
蒙
詮
損
。
復
問
（
聞
）
三
保
（
寶
）
之
力
、
是
出
世
法
王
。
諸
佛
如
来
、

為
死
（
四
）
生
之
慈
父
。
所
以
危
中
告
佛
、
厄
乃
求
僧
。
仰
托
三
尊
、
請

求
蒙
護
。
惟
願
恒
用
加
他
之
妙
薬
、
済
六
道
之

。
自
在
神
通
、
抜
天
、

人
之
重
病
。
故
知
請
（
諸
）
佛
聖
力
、
不
可
思
儀
（
議
）、
所
有
投
成

（
誠
）、
皆
蒙
利
益
。
以
此
功
徳
、
先
用
荘
厳
患
者
即
體
、
惟
願
観
音
放
月

灑
芳
、
亦
以
済
足
大
聖
垂
花
、
扇
香
風
而
湯
（
蕩
）
慮
。
然
則
六
塵
八
苦
、

延
恵
（
慧
）
命
於
（
下
残
）。 
（〈
患
文
〉・
北
圖6854

）

　　
（
３
）
語
句
の
出
典

　
⒜
　
沈
痾

　
小
島
憲
之
は
、『
文
館
詞
林
』
に
見
え
る
「
沈
此
旧
痾
、
不
敢
屡
辞
」（
巻
一

五
二
、
西
晋
潘
岳
、「
贈
王
冑
」）
を
発
見
し
、
そ
の
出
典
と
見
る
。
但
し
、「
沈

此
旧
痾
」
の
「
沈
」
は
、
四
言
の
親
属
贈
答
詩
に
見
え
、「
む
し
ろ
俗
語
的
と

い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
用
例
が
あ
ま
り
多
く
見
付
か
ら
な
い
の
は
、
そ
こ
に

原
因
が
あ
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
）
10
（

。
こ
れ
に
対
し
て
井
村
哲
夫
氏
は
、『
晋

書
・
楽
廣
傳
』
に
見
え
る
「
客
豁
然
意
解
、
沈
痾
頓
癒
。」
を
挙
げ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
も
従
い
た
い
が
、「
沈
痾
」
は
『
藝
文
類
聚
』〈
疾
〉
項
に
も
、

　　
　
沈
痾
類
弩
影
、
積
弊
似
河
魚
。
　
　
　
　
　
　
（
梁
・
簡
文
帝
「
臥
疾
詩
」）

　や
、「
歳
晩
沈
痾
詩
」（
梁
・
朱
超
道
）
と
の
題
に
も
見
え
る
よ
う
に
、
広
く
使

わ
れ
て
い
た
用
語
で
あ
り
、
出
典
を
特
定
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
し
か

し
、
右
記
「
患
文
」
に
見
え
る
「
恒
用
加
他
之
妙
薬
、
済
六
道
之

」
二
例

は
、
熟
語
と
し
て
の
「

」
を
使
用
し
て
い
る
。
更
に
、「
亡
文
等
句
段

抄
」
に
は
、

　　
　
沈
頓
之
痾
、
弾
指
之
間
霧
歇
。 

（〈
亡
文
等
句
段
抄
〉・P

2313

）

　と
あ
る
例
か
ら
、
小
島
が
指
摘
す
る
「
沈
此
旧
痾
」
と
並
ん
で
、「
沈
痾
」
に

基
づ
い
た
表
現
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
も
う
一
例
、
次
の
よ
う
な
例

も
あ
る
。

　　
　
慈
雲
布
而
熱
悩
清
涼
、
恵
（
慧
）
影
臨
而
沈
痾
頓
息
。

 

（〈
亡
文
範
本
等
〉・
疾
癒
意
・S

5639

　S
5640

）

　　
こ
の
よ
う
に
、「
患
文
」
に
お
け
る
「
沈
痾
」
の
用
例
と
併
せ
て
見
る
に
、

憶
良
に
お
け
る
用
法
は
、
他
の
漢
籍
よ
り
も
近
い
距
離
に
あ
る
こ
と
が
推
測
さ

れ
よ
う
。
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⒝
　
況
乎
我
從
胎
生

于
今
日
、
自
有
修
善
之
志
、
曾
無
作
惡
之
心
。
所
以

礼
拜
三
寶
、
無
日
不
勤
、
…
…
敬
重
百
神
、
鮮
夜
有
闕
。
…
…
嗟
乎

哉
、

我
犯
何
罪
、
遭
此
重
疾

　
こ
の
一
節
は
、「
私
は
生
ま
れ
つ
き
の
信
心
者
な
の
に
、
こ
の
重
病
は
い
っ

た
い
ど
ん
な
罪
過
を
犯
し
た
せ
い
か
」
と
い
う
自
問
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
が
、

注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
具
体
的
表
現
の
願
文
と
の
類
似
で
あ
る
。〈
願
文
範
文

等
〉
な
る
条
に
は
、「
患
文
」
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
発
願
者
の
身
分
に
よ

っ
て
異
な
る
表
現
を
用
い
よ
、
と
の
模
範
文
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

れ
に
は
、
僧
侶
が
発
願
す
る
場
合
に
は
　
「
僧
云
」、
尼
が
発
願
す
る
場
合
に

は
　
「
尼
女
云
」
と
の
指
示
及
び
模
範
文
が
明
示
さ
れ
て
い
る
が
、
所
謂
「
俗

人
」
　
一
般
人
が
発
願
す
る
時
、
次
の
よ
う
な
模
範
文
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　　
　
俗
人
云
、
乃
深
信
因
果
、
非
乃
今
生
。
慕
道
情
殷
、
誠
惟
曩
劫
。

 

（〈
願
文
範
文
等
〉・S

343

　P
2255

）

　　
大
意
は
、「
一
般
人
な
ら
次
の
よ
う
に
言
お
う
、
深
い
信
心
の
因
果
は
今
生

だ
け
で
は
な
い
。
じ
つ
に
何
劫
も
前
の
昔
か
ら
（
曩
劫
「
昔
の
劫
　
何
劫
も
前
か

ら
」）、
仏
道
を
慕
う
気
持
ち
は
、
ひ
た
す
ら
だ
っ
た
の
だ
、
と
」。
ち
な
み
に

殷
と
誠
は
と
も
に
信
心
深
い
の
意
。「
曩
劫
」
の
例
は
、
外
に
も
例
え
ば
梁
の

武
帝
蕭
衍
が
、
皇
后
の

氏
が
往
生
で
き
る
よ
う
に
、
誌
公
禪
師
等
の
高
僧
に

頼
ん
で
作
成
し
た
か
の
名
高
い
『
慈
悲
道
場
懺
法
』（
別
名
『
梁
皇
寶
懺
』）
に
、

　

珍
奇
妙
供
、
普
奉
諸
佛
聖
賢
、
稱
禮
洪
名
寶
號
。

皈
依
、
發
露
投
誠
。

切
念
求
懺
某
等
、
遠
從
曩
劫
、
直
至
今
生
。
迷
五
蘊
之
去
來
、
隨
五
濁
之

流
轉
。

　と
い
う
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
我
從
胎
生

于
今
日
」
の
一
文
を
右
記

文
中
の
「
遠
從
曩
劫
、
直
至
今
生
」
と
比
較
し
て
み
れ
ば
、
文
意
は
ほ
ぼ
同
じ

で
あ
る
。「
胎
生
」
は
、「

劫
」
の
類
義
語
と
し
て
、
い
ず
れ
も
「
遠
い
昔
か

ら
」
の
意
で
あ
り
、
も
っ
て
信
心
の
深
さ
を
表
し
て
い
る
。
こ
こ
に
推
測
で
き

る
の
は
、
同
じ
く
「
俗
人
」
と
し
て
の
憶
良
が
こ
の
一
文
を
草
す
る
に
あ
た
り
、

自
身
の
状
況
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
願
文
の
模
範
文
を
念
頭
に
浮
か
べ
て
い
た

こ
と
も
あ
り
得
た
の
で
あ
ろ
う
。

　　
⒞
　
初
沈
痾
已
來
、
年
月
稍
多
…
…
四
支
不
動
、
百
節
皆

…
…
若

聖
醫

神
藥
者
云
々

　「
初
沈
痾
已
來
」
よ
り
始
ま
り
、
病
気
の
完
治
を
祈
る
「
欲
顯
二
竪
之
逃

匿
」
に
至
る
ま
で
の
合
計
三
百
五
十
字
に
近
い
文
章
は
、
前
引
三
例
の
「
患

文
」
の
次
の
表
現
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。

　

○
百
節
酸

、
六
情
恍
惚
。（
例
１
、
２
、
３
）
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○
惟
願
…
…
薬
王
、
薬
上
、
受
（
授
）
与
神
方
。
観
音
、
妙
音
、
施
其
妙

薬
。（
例
１
）

○
復
聞
三
寶
、
是
出
世
間
之
法
王
。
諸
佛
如
来
、
為
四
生
之
慈
父
。
恒
用

伽
陀
之
妙
薬
、
済
六
道
之

。
以
自
在
之
神
通
、
抜
人
、
天
之
重
病
。

（
例
２
、
３
）

　　
更
に
、
願
文
に
は
、

　

○
不

編
（

）
鵲
、
寄
託
金
人
。
願
得
痊
和
、
清
斎
是
賽
。

（〈
願
文
等
範
本
〉・S

2832

）

　と
あ
る
内
容
も
注
目
さ
れ
る
。「

鵲
に
巡
り
合
え
な
か
っ
た
ら
、
金
人
（
佛

像
）
の
方
に
願
い
を
寄
せ
よ
う
」
と
の
意
で
あ
る
が
、「
沈
痾
自
哀
文
」
の

「
至
若
楡
柎

鵲
華
他
秦
和
緩

稚
川
陶
隱
居
張
仲
景
等
、
皆
是
在
世
良
醫
」

な
る
一
文
の
内
容
に
通
ず
る
。
こ
の
あ
た
り
の
文
章
は
、
願
文
の
簡
潔
さ
に
比

べ
て
、「
四
支
不
動
、
百
節
皆

」
の
外
、「
鬢
髮
斑
白
、
筋
力

羸
」「
痛
瘡

灌
塩
、
短
材
截
端
」「
鈞
石
」「
折
翼
之
鳥
」「
跛
足
之
驢
」
等
、
躍
動
感
の
あ

る
タ
ッ
チ
で
病
苦
や
老
体
を
生
き
生
き
と
描
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
特
徴
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
願
文
の
体
裁
を
熟
知
す
る
憶
良
が
、
模
範
文
の
い
く
ら
か
形
式
ば

っ
た
文
章
を
嫌
っ
て
、
あ
え
て
自
ら
の
感
情
を
盛
り
込
ん
だ
結
果
な
の
か
、
そ

れ
と
も
単
な
る
筆
先
の
彩
を
弄
し
た
の
か
、
ど
ち
ら
と
も
判
断
さ
れ
よ
う
が
、

一
節
を
通
し
て
願
文
と
の
深
い
関
わ
り
が
窺
え
れ
ば
足
る
。

　　
⒟
　
以
此
而
觀
、
乃
知
、
我
病
蓋
斯
飮
食
所
招
而
、
不
能
自
治
者
乎

　
井
村
氏
は
、
一
文
を
評
し
て
、

　

憶
良
は
こ
こ
で
、
死
ぬ
時
期
を
知
ら
さ
れ
な
い
限
り
、
自
分
で
は
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
な
い
も
の
と
し
て
口
腹
の
欲
、
飲
食
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

ま
た
、
飲
食
の
節
制
の
困
難
を

の
刑
に
も
比
し
て
語
る
。
こ
の
述
懐

の
口
吻
か
ら
す
る
と
、
憶
良
は
か
な
り
飲
食
に
淫
し
て
い
た
者
で
あ
る
ら

し
い
。

　と
い
う
。
憶
良
が
果
た
し
て
「
飲
食
に
淫
し
て
い
た
」
か
ど
う
か
は
定
か
で
な

い
が
、「
飲
食
の
節
制
の
困
難
」
と
い
う
解
釈
は
、
紙
背
に
徹
し
た
読
み
で
あ

る
。
一
文
は
、「
我
犯
何
罪
、
遭
此
重
疾
」
の
問
い
に
呼
応
し
て
、
あ
れ
こ
れ

と
病
因
を
模
索
し
、
と
う
と
う
「
我
病
蓋
斯
飮
食
所
招
而
」
と
い
う
回
答
に
辿

り
つ
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
左
記
の
よ
う
な
願
文
一
般
に
見
ら
れ
る

飲
食
節
制
に
失
敗
し
、
病
を
得
る
に
至
る
表
現
に
通
じ
る
。

　

○
攝
養
乖
方
。

 
（〈
二
月
八
日
文
等
範
本
・
患
文
〉・
甲
巻S

1441

　
乙
巻S

5548

）

○
為
（
唯
）
患
者
乃
攝
養
乖
違
、
如
（
而
）「
嬰
」
沈
疾
。 
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（〈
患
文
〉・P

2058

）

○
捨
施
意
者
、
頃
自
攝
巻
（
養
）
乖
方
、
忽

（
嬰
）
薐
疾
。
屡
投
薬
石
、

未
鈎
（
沐
）

除
。
所
恐
露
命
難
留
、
風
燈
易
滅
。

 

（〈
願
文
範
文
等
〉・
願
文
・S

343

　P
2255

）

○
攝
養
乖
方
。 

（〈
俗
丈
夫
患
文
〉・S

5561

）

○
攝
養
乖
方
。 

（〈
患
文
〉・
甲
巻S

1441

、
乙
巻S

5548

）

○
攝
養
乖
方
。 

（〈
丈
夫
患
文
〉・S

5561

）

　　「
攝
養
乖
方
」
と
は
、
他
な
ら
ぬ
「
飲
食
生
活
の
不
養
生
、
不
摂
生
」
の
意

で
あ
る
。
憶
良
は
こ
こ
に
道
教
文
献
『
帛
公
略
説
』
ま
で
引
き
出
し
て
あ
ら
ゆ

る
長
生
術
に
ふ
れ
て
養
生
の
重
要
性
を
説
く
が
、「
我
病
蓋
斯
飮
食
所
招
而
」

の
一
文
は
、
む
し
ろ
佛
教
的
観
想
に
触
発
さ
れ
た
、
悔
恨
・
懺
悔
の
気
持
を
表

す
発
言
と
見
な
さ
れ
よ
う
。
逆
説
的
な
証
拠
と
し
て
、
神
佛
に
誓
い
、
口
腹
の

欲
を
抑
え
る
と
い
う
願
文
が
左
記
の
よ
う
に
求
め
ら
れ
る
。

　

又
願
従
今
以
去
、
至
乎
道
場
、
生
生
世
世
、
不
復

食
衆
生
、
乃
至
夢
中

不
飲
乳
蜜
、
無
論
現
前
。
…
…
又
願
在
在
生
處
、
若
未
有
識
知
、
未
得
本

心
、
或
以
乳
、
或
以
蜜
、
或
以
魚
、
或
以
肉
、
凡
諸
生
類
以
相
逼
飲
者
、

願
使
弟
子
蕭
衍
口
即
噤
即
閉
。
若
苦
相
逼
強
、
舌
巻
入
喉
、
終
不
可
開
。

令
彼
慙
愧
、
起
慈
悲
心
。

食
生
類
、
畢
竟
永
逝
。
若
有
人
云
「
以
水
飲
、

以
果
来
」、
心
生
歓
喜
、
口
即
開
受
、
皆
成
甘
露
、
微
妙
上
薬
。
人
甘
口

涼
、
身
心
慧
浄
、
氣
力
充

、
慈
心
普
遍
。
一
切
四
生
、
受
无
畏
施
、
倶

得
鮑
（
飽
）
満
無
渇
想
、
水
陸
空
行
一
切
四
生
不
相

食
、
皆
以
慈
心
相

向
。 

（
梁
・
蕭
衍
〈
東
都
發
願
文
〉・P

2189

）

　　
身
体
安
穏
及
び
来
世
平
安
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
素
食
以
外
、
生
き
物
等
を

一
切
口
に
し
な
い
と
の
内
容
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
一
文
に
お

け
る
憶
良
の
思
想
は
、
単
な
る
道
教
的
摂
生
、
養
生
の
立
場
か
ら
の
発
言
で
は

な
く
、
根
底
に
は
佛
教
の
因
果
応
報
説
も
潜
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　　
⒠
　
咸
悉
嗟
歎
。
歳
月
競
流
、
晝
夜
不
息

　
自
注
で
は
、
一
句
に
対
し
て
「
宣
尼
臨
川
之
歎
亦
是
矣
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、

も
と
よ
り
出
典
を
『
論
語
』
子
罕
第
九
に
あ
る
、

　　
　
子
在
川
上
曰
、
逝
者
如
斯
夫
、
不
舎
昼
夜
。

　と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
や
は
り
願
文
の
常
套
句
と
し
て
左
記
の
よ
う
に

数
多
く
求
め
ら
れ
る
。

　

○
是
以
元
興
大
患
之
嗟
、
仲
尼
有
逝
川
之
嘆
。

 

（〈
願
文
等
範
本
〉・
因
産
亡
事
・S

2832

）

○
悲
風
樹
之
易
慟
（
動
）、
追
誓
（
逝
）
水
之
難
留
。
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（〈
願
文
範
本
等
〉・
亡
僧
号
・S

343

、P
2915

）

○
怨
逝
水
之
東
浪
（
流
）。

 

（〈
二
月
八
日
文
等
範
本
〉・
亡
文
・S

1441

、P
3825

）

○
荘
舟
（
周
）
起
嘆
於
西
池
、
魯
火
（
父
）
軫
思
於
東
水
。

 

（〈
亡
文
範
本
等
〉・S

5639

）

○
何
圖
業
運
已
逼
、
東
波
之
浪
難
廻
。

 

（〈
亡
考
妣
文
範
本
等
〉・S

5637

）

○
蓋
聞
泡
幻
不
停
、
閲
孔
川
而
莫
駐
。
刹
那
相
謝
、
歴
荘
閏
而
何
追
。

 
（〈
先
聖
皇
帝
遠
忌
文
〉・P
2854

）

○
恍
惚
幽
夜
泉

、
空
望
﹇
於
﹈
逝
川
。
哽
咽
霊
儀
闃
戸
、
徒
追
於
落
日
。

 

（〈
為
亡
兄
太
保
追
福
文
〉・P

1104

）

　　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、「
沈
痾
自
哀
文
」
に
お
け
る
一
文
の
由
来
を
考

え
る
場
合
、
憶
良
に
は
、
知
識
と
し
て
『
論
語
』
の
内
容
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

こ
れ
を
草
す
る
に
あ
た
り
、
願
文
の
体
裁
が
先
ず
そ
の
脳
裏
を
去
来
し
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。

　　
⒡
　
聖
人
賢
者
一
切
含
靈
、
誰
免
此
道
乎
…
…
老
疾
相
催
、
朝
夕
侵
動

　
右
記
二
文
は
、「
患
文
」
例
に
は
な
い
が
、
前
引
〈
臨
壙
文
〉
に
あ
る
、

　

○
是
知
生
死
之
道
、
熟
（
孰
）
能
免
之
。 

（〈
臨
壙
文
〉
例
１
）

○
二
鼠
之
侵
年
。 

（〈
臨
壙
文
〉
例
２
）

○
但
以
情
（
清
）
歳
摧
人
、
白
駒
過

。
未
免
三
途
之
苦
、
常
輝
四
瀑
之

流
。 

（〈
燃
燈
文
〉・P

2854

）

　に
類
し
た
表
現
で
あ
り
、
同
じ
憶
良
の
文
章
と
し
て
、
願
文
と
の
関
係
に
お
い

て
、
そ
の
成
立
を
考
え
た
い
。

　　
（
４
）「
自
哀
文
」
の
作
成
意
図

　
土
屋
文
明
『
萬
葉
集
私
注
』
は
、「
哀
は
哀
悼
文
の
一
体
で
、
…
…
生
前
な

が
ら
、
久
し
い
病
気
が
い
え
な
い
の
で
、
自
分
の
哀
悼
文
を
作
つ
て
置
く
と
い

ふ
程
の
心
持
で
あ
る
」
と
見
る
。
一
方
、
村
山
出
氏
は
、
陶
淵
明
の
「
自
祭

文
」
を
一
文
の
先
例
と
す
る
）
11
（

。
ま
た
中
西
進
氏
は
、
盧
照
鄰
「
釈
疾
文
」
と
の

関
連
を
指
摘
し
た
上
で
、「
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
先
蹤
と
す
る
も
の
は
釈
疾
文

で
あ
り
、
記
し
終
っ
た
絶
望
の
中
で
、
自
虐
的
に
『
自
哀
文
』
と
い
う
題
を
つ

け
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
た
だ
し
そ
の
内
容
は
〈
生
を
願
う
文
〉
と
い
う

べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、『
哀
文
』
の
類
と
は
ほ
ど
遠
い
も
の
で
あ
る
」
と
し
て

い
る
）
12
（

。
井
村
氏
は
、「『
自
ら
哀
し
ぶ
る
文
』
と
理
解
し
た
い
。
そ
の
内
容
は
、

生
命
の
貴
重
を
論
じ
、
息
災
長
生
を
求
め
る
群
生
品
類
の
道
理
を
説
き
、
わ
が

病
を
天
に
向
か
っ
て
告
発
す
る
も
の
で
、
そ
の
『
自
哀
』
文
と
は
や
が
て
『
自

愛
』
の
文
で
あ
り
、
論
で
あ
り
、
説
で
あ
る
」
と
の
見
解
を
主
張
し
て
い
る
）
13
（

。

小
学
館
の
日
本
古
典
文
学
全
集
『
萬
葉
集
』
は
、
一
文
の
意
味
を
「
死
を
予
見
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し
た
自
悼
文
」
と
し
て
い
る
）
14
（

。

　
諸
説
ど
れ
も
一
理
あ
る
が
、
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
一
文
の
構
成
と
用
語

の
患
文
と
の
類
似
か
ら
、
そ
の
意
味
及
び
作
成
意
図
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る

必
要
が
あ
ろ
う
。

　
具
体
的
に
は
、
例
え
ば
、
従
来
の
解
釈
で
は
、「
自
哀
」
は
「
自
ら
哀
し
ぶ

る
文
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
漢
語
と
し
て
の
「
哀
」
に
は
「
カ
ナ
シ
ブ
」

の
意
は
無
く
、
馬
叙
倫
『
説
文
解
字
六
書
疏
證
』
巻
三
に
、「
哀
訓

也
、
哭

泣
之
事
。
但
嗟
歎
以
言
、
故
謂
之

。
今
所
謂
表
同
情
也
」
と
の
よ
う
に
、
本

来
言
語
を
伴
っ
た
、「
同
情
」
を
表
す
行
為
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、「
哀
」
の

熟
語
と
し
て
の
「
哀
願
」
は
、「
悲
願
」「
歎
願
」「
呪
願
」「
哭
願
」
と
と
も
に
、

佛
教
説
話
に
よ
く
見
ら
れ
、
い
ず
れ
も
言
語
を
伴
っ
た
祈
祷
行
為
を
指
す
）
15
（

。

『
日
本
霊
異
記
』
巻
下
に
あ
る
次
の
よ
う
な
説
話
が
あ
る
。

　

其
柴
枝
皮
上
、
忽
然
化
生
彌
勒
菩

像
。
時
彼
行
者
、
見
之
仰
瞻
、
巡
柴

哀
願
。
諸
人
傳
聞
、
來
見
彼
像
。
或
獻
俵
稻
、
或
獻
錢
衣
。
及
以
供
上
一

切
財
物
、
奉
繕
寫
瑜
伽
論
百
卷
、
因
設
齋
會
、
既
而
其
像
奄
然
不
現
、
誠

知
、
彌
勒
之
高
有
兜
率
天
上
、
應
願
所
示
。
願
主
下
在
苦
縛
凡
地
、
深
信

招
祐
、
何
更
疑
之
也
。

 

（「
弥
勒
菩

応
於
所
願
示
奇
形
縁
第
八
」）

　　
文
中
の
「
哀
願
」
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
そ
う
し
た
言
語
を
伴
っ
た
祈
祷
行

為
で
あ
る
が
、「
見
之
仰
瞻
、
巡
柴
哀
願
」
の
「
仰
瞻
　
哀
願
」
は
、「
佛
像
を

仰
ぎ
て
見
、
言
葉
を
も
っ
て
願
う
」
の
意
で
あ
り
、
願
文
に

出
す
る
熟
語

「
仰
願
」
に
基
づ
く
原
表
現
で
あ
る
。『
敦
煌
願
文
集
』
に
複
数
見
ら
れ
る
「
歎

願
文
」「
呪
願
文
」
と
題
す
る
願
文
も
、「
哀
願
」
と
と
も
に
、
佛
教
の
コ
ン
テ

キ
ス
ト
に
成
り
立
つ
表
現
と
見
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、「
自
哀
文
」
は
、
憶
良
が
従
来
あ
る
「
自
悼
文
」「
自

祭
文
」
の
表
現
に
倣
い
つ
つ
も
、
そ
の
意
味
は
「
自
悼
」「
自
祭
」
が
表
そ
う

と
す
る
、
古
代
中
国
の
士
人
た
ち
が
自
ら
の
不
遇
、
人
生
の
無
常
を
悲
嘆
す
る

消
極
的
な
も
の
で
は
な
く
、「
歎
願
文
」「
呪
願
文
」
に
類
し
た
、
生
へ
の
積
極

的
な
希
求
か
ら
、
重
病
に
伏
し
た
自
分
の
た
め
に
書
い
た
、
文
字
通
り
「
生
を

願
う
」
患
文
と
推
測
さ
れ
よ
う
。

　
ま
た
、
先
述
の
よ
う
に
、
一
般
に
願
文
の
作
成
目
的
は
、
主
催
者
（
發
願

者
・
施
主
）
自
身
の
願
意
を
神
佛
の
前
に
読
み
上
げ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
が
、
願

文
の
中
で
も
、
し
ば
し
ば
こ
れ
に
言
及
す
る
の
で
あ
る
。

　

○
然
今
即
有
坐
前
施
主
跪
爐
捨
施
所
申
意
者
。（
例
１
）

○
然
今
施
主
某
公
祈
妙
福
、
捨
所
珍
意
者
、
為
病
患
之
所
建
也
。（
例
２
）

○
唯
願
發
神
足
、
運
悲
心
、
降
臨
道
場
…
…
。 

（〈
丈
夫
患
文
〉・S

5561

）

○
伏
願
去
定
花
臺
、
降
斯
法
會
。 

（〈
僧
患
文
〉・S

5561

）

○
唯
願
發
神
足
、
運
悲
心
、
降
臨
道
場
…
…
。 （〈
俗
丈
夫
患
文
〉・S

5561

）

○
今
投
道
場
、
虚
（
希
）
求
済
抜
諸
（
之
）
所
見
（
建
）
也
。
…
…
願
今
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日
今
時
、
頼
此
道
場
、
證
明
功
徳
、
即
日
轉
生
。

 

（〈
丈
夫
患
文
〉・S

5561

）

　　
古
代
中
国
敦
煌
地
方
に
お
け
る
願
文
の
用
途
を
め
ぐ
っ
て
、
中
国
人
研
究
者

の
余
欣
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
道
場
施
捨
」「
設
斎
啓
願
」「
燃
燈
供
養
」
と
い
う

三
つ
の
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
を
究
明
し
、
願
文
は
、
主
と
し
て
そ
う
し
た
場
所

に
お
い
て
唱
読
さ
れ
る
も
の
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
）
16
（

。
上
代
日
本
に
お

け
る
か
か
る
祈

活
動
が
い
か
な
る
形
式
で
行
わ
れ
て
い
た
か
は
判
ら
な
い
が
、

「
沈
痾
自
哀
文
」
の
作
成
も
、
法
会
、
道
場
と
の
関
連
に
お
い
て
今
後
考
察
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
そ
し
て
、
以
上
二
つ
に
加
え
て
、「
沈
痾
自
哀
文
」
を
結
ぶ
に
あ
た
り
用
い

ら
れ
た
表
現
、

　　
　
○
仰
願
、
頓
除
此
病
、
頼
得
如
平
。

　は
、
他
の
願
文
に
見
え
る
常
套
的
表
現
、

　

○
惟
願
千
殃
頓
絶
、
萬
福
来
臻
。 

（〈
二
月
八
日
文
等
範
本
〉・P

3825

）

○
伏
願
…
…
身
病
心
病
、
即
目
（
日
）
消
除
。
臥
安
覚
安
、
起
居
軽
利
。

 

（〈
患
文
〉・S

4537

）

○
願
…
…
於
（
放
）
捨
患
如
（
児
）、
還
復
而
（
如
）
故
。

 

（〈
丈
夫
患
文
〉・S

5561

）

　と
相
似
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
一
文
が
患
文
と
し
て
作
成
さ
れ
た
可
能
性
を
示

唆
し
て
い
る
。

　
と
も
か
く
、「
自
哀
文
」
の
成
立
を
め
ぐ
る
諸
説
林
立
の
現
状
は
、
こ
の
長

文
の
性
質
の
複
雑
さ
を
物
語
っ
て
お
り
、
右
記
の
推
論
を
、
さ
し
ず
め
一
つ
の

新
し
い
仮
説
と
し
て
提
示
し
て
お
き
た
い
。

四
、「
恋
男
子
名
古
日
歌
」
と
「
亡
文
」

　
願
文
の
影
響
は
、
憶
良
の
漢
文
述
作
の
み
に
限
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

「
憶
良
の
操
」
　
そ
の
作
ら
し
い
巻
五
の
最
後
を
飾
る
「
男
子
、
名
古
日
を
恋

ひ
し
歌
三
首
」
と
題
す
る
長
歌
も
、
願
文
の
一
種
で
あ
る
「
亡
文
」
　
逝
去
し

た
者
を
追
善
、
追
悼
す
る
　
文
を
踏
ま
え
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
ず
原
文
を
掲

げ
よ
う
。

　　
（
１
）
原
文

　

男
子
、
名
古
日
を
恋
ひ
し
歌
三
首

世
の
人
の 

貴
び
願
ふ 

七
種
の 

宝
も
我
は 

何
せ
む
に 

我
が
中
の 

生
ま
れ

出
で
た
る 
白
玉
の 

我
が
子
古
日
は 

明
星
の 

明
く
る
朝
は 

し
き
た
へ
の 

床
の
辺
去
ら
ず 
立
て
れ
ど
も 

居
れ
ど
も 

と
も
に
戯
れ 

夕
星
の 

夕
に
な
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れ
ば 

い
ざ
寝
よ
と 

手
を
携
は
り 

父
母
も 

う
へ
は
な
さ
が
り 

さ
き
く
さ

の 
中
に
を
寝
む
と 

愛
し
く 

し
が
語
ら
へ
ば 

い
つ
し
か
も 

人
と
な
り
出

で
て 
悪
し
け
く
も 

善
け
く
も
見
む
と 

大
船
の 

思
ひ
頼
む
に 

思
は
ぬ
に 

横
し
ま
風
の 
尓
布
敷
可
尓 

覆
ひ
来
ぬ
れ
ば 

せ
む
す
べ
の 

た
ど
き
を
知

ら
に 

白
た
へ
の 
た
す
き
を
掛
け 

ま
そ
鏡 

手
に
取
り
持
ち
て 

天
つ
神 

仰

ぎ
祈
ひ

み 

国
つ
神 
伏
し
て
ぬ
か
つ
き 

か
か
ら
ず
も 

か
か
り
も 

神
の

ま
に
ま
に
と 

立
ち
あ
ざ
り 
我
乞
ひ

め
ど 

し
ま
し
く
も 

良
け
く
は
な

し
に 

や
く
や
く
に 

か
た
ち
つ
く
ほ
り 

朝
な
朝
な 

言
ふ
こ
と
止
み 

た
ま

き
は
る 

命
絶
え
ぬ
れ 

立
ち
踊
り 

足
す
り
叫
び 

伏
し
仰
ぎ 

胸
う
ち
嘆
き 

手
に
持
て
る 

我
が
子
飛
ば
し
つ 

世
の
中
の
道

〈
反
歌
〉

若
け
れ
ば
道
行
き
知
ら
じ 

賂
は
せ
む
下
へ
の
使
負
ひ
て
通
ら
せ

布
施
置
き
て
吾
は
乞
ひ

む
あ
ざ
む
か
ず
直
に
率
行
き
て
天
路
知
ら
し
め

（
佐
竹
昭
広
他
『
萬
葉
集
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
岩
波
書
店
、
一
九
九

九
年
、
五
二
五

－

五
二
七
頁
）

　　
右
の
長
歌
は
こ
れ
ま
で
挽
歌
と
見
な
さ
れ
、
契
沖
、
中
西
進
氏
等
に
よ
る
代

作
説
、
そ
れ
に
反
対
す
る
説
等
、
相
拮
抗
し
つ
つ
今
日
に
至
る
）
17
（

。
芳
賀
紀
雄
氏

が
一
首
の
表
現
に
つ
い
て
、「
亡
児
哀
傷
」
と
い
う
、
挽
歌
に
お
い
て
は
非
伝

統
的
で
比
類
の
な
い
主
題
を
開
拓
し
、
そ
の
成
立
に
中
国
に
お
け
る
「
哀
」
の

文
体
、
子
を
哀
傷
す
る
詩
賦
の
影
響
を
考
え
る
べ
き
と
の
見
解
を
示
す
と
と
も

に
、
長
歌
の
前
半
の
明
か
ら
後
半
の
暗
へ
の
展
開
に
つ
い
て
『
文
心
彫
龍
』
の

「
誄
碑
」
に
「
体
を
伝
に
し
て
文
を
頌
に
し
、
始
を
栄
め
て
終
を
哀
し
む
」
と

述
べ
る
哀
誄
の
構
成
と
軌
を
一
に
す
る
と
説
く
。

　
し
か
し
、
こ
の
長
歌
の
構
成
と
内
容
を
願
文
の
一
種
で
あ
る
「
亡
文
」
と
比

較
し
て
み
る
と
、
両
者
の
間
に
多
く
の
共
通
点
が
見
ら
れ
る
の
で
、
右
記
諸
説

に
見
直
し
の
余
地
が
出
て
く
る
。
以
下
、
例
を
掲
げ
よ
う
。

　　
（
２
）「
亡
文
」
例

〈
例
１
〉

毎
聞
朝
花
一
落
、
終
無
反
樹
之
期
。
細
雨
辭
天
、
豈
有
帰
雲
之
路
。
…
…

惟
孩
子
鳳
鶴
俊
骨
、
天
降
異
霊
。
弄
影
巡
床
、
多
般
語
笑
。
解
行
而
二
歩

五
歩
、
解
父
母
之
愁
容
。
学
語
而
一
言
両
白
、
別
尊
卑
之
顔
色
。
将
為

（
謂
）
或
人
長
大
、
侍
奉
尊
親
。
何
期
逝
水
無
情
、
去
留
有
恨
。
朝
風
忽

起
、
吹
落
庭
梅
。
玉
砕
荊
山
、
珠
沈
逝
水
。
父
念
切
切
、
垂
血
涙
以
無
休
。

母
憶
惶
惶
、
但
哀
號
而
難
止
。
東
西
室
内
、
不
聞
呼
父
之
聲
。
南
北
階
前
、

空
是
（
見
）
聚
□
（
塵
）
之
處
。
親
因
（
姻
）
念
想
、
再
睹
何
期
。
内
外

含
酸
、
惨
傷
無
盡
。
惟
孩
子
将
斎
僧
功
徳
、
用
資
魂
路
。

 

（〈
亡
文
範
本
等
〉・
願
文
號
頭
・S

5639

）

　〈
例
２
〉
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嘗
聞
荊
山
有
玉
、
大
海
明
珠
。
骨
秀
神
清
、
紅
顔
紺
白
。
似
笑
似
語
、
解

父
母
之
愁
容
。
或
坐
或
行
、
遣
傍
人
之
愛
美
。
掌

来
（
未
）
足
、
怜
念

偏
深
。
弄
抱
懐
中
、
喜
愛
無
盡
。
或
是
西
方
化
生
之
子
、
或
従
六
欲
天
来
。

暫
時
影
現
、
限
満
還
帰
浄
土
。
何
期
花
開
値
雪
、
吐
蘂

霜
。
我
迩
（
俄

爾
）、
之
間
、
掩
（
奄
）
従
風
燭
。
東
西
室
内
、
不
聞
呼
母
之
聲
。
南
北

堂
前
、
空
見
聚
塵
之
跡
。
懸
情
永
隔
、
再
會
難
期
。
玉
貌
榮
榮
、
託
坐
何

路
。
則
有
斎
主
敬
為
亡
孩
子
ム
七
斎
有
是
設
也
。
惟
孩
子
化
生
玉
殿
、
遊

戯
金
台
。
不
歴
三
塗
、
無
為
八
難
。
捨
閻
浮
之
短
壽
、
睹
浄
土
已
（
以
）

長
生
。
捨
有
漏
之
形

、
證
菩
提
之
妙
果
。

 

（〈
亡
文
範
本
等
〉・
願
文
號
頭
・S

5637

）

　〈
例
３
〉

昔
者
素
王
所
歎
苗
而
者
於
不
秀
、
唯
有
項
茲
早
亡
。
秀
而
者
於
不
實
、
只

歎
顔
回
之
少
夭
。
已
祐
方
今
、
然
不
殊
善
者
、
孩
子
之
肌
明
片
玉
、
目
浄

瓊
珠
。

桃
李
之
花
開
、
眉
彎
彎
海
月
初
曲
。
能
行
三
歩
五
歩
、
起
坐
未

分
。
學
語
一
言
両
言
、
尊
比
（
妣
）
未
辯
（
辨
）。
豈
謂
鳳

無
託
、
先

凋
五
色
之
花
。
龍
駒
未
便
、
先
懽
（
摧
）
千
里
之
是
（
足
）。
慈
母
日
悲
、

沈
掌
上
之
珍
。
厳
霜
、
失
帳
中
之
玉
。
飾
展
薫
修
、
用
薦
孩
子
冥
路
。 

（〈
願
文
等
範
本
〉・
夫
亡
・S

2832

）

＊
こ
の
亡
文
は
、〈
願
文
等
範
本
〉「
夫
亡
」
条
に
見
え
、
前
半
が
亡
き
夫
へ
捧
げ

る
文
、
後
半
が
亡
き
子
へ
捧
げ
る
文
と
な
っ
て
お
り
、
抄
録
過
程
に
お
け
る
誤
写

と
見
ら
れ
る
。（
筆
者
注
）

　〈
例
４
〉

惟
孩
子
稟
乾
坤
而
為
質
、
承
山
岳
已
（
以
）
作
霊
。
惠
和
也
、
而
（
如
）

春
花
秀
林
。
聰
敏
也
、
則
秋
霜
並
操
。
将
謂
宗
枝
永
茂
、
冠
盖
重
榮
。
豈

期
珠
欲
圓
而
忽
碎
、
花
正
芳
而
□
（

）
霜
。
致
使
聚
沙
之
處
、
命
伴
無

聲
。
桃
李
園
中
、
招
花
絶
影
。
或
者
池
邊
救
蟻
、
或
者
林
下
聚
沙
。
遊
戯

尋
常
、
不
逾
咫
尺
。
豈
謂
春
芳
花
果
、
横
被
霜
霰
之
凋
。
掌
上
明
珠
、
忽

碎
虎
□
之
口
。
嗟
孩
子
八
歳
之
容
華
、
變
作
九
泉
之
灰
。
艶
比
紅
蓮
白
玉
、

﹇
化
﹈
作
荒
交
（
郊
）
之
土
。

 

（〈
願
文
等
範
本
〉・
妹
三
（
亡
）
日
・S

2832

）

　　
（
３
）
語
句
の
出
典

　
⒜
　
白
玉
の 

我
が
子
古
日
は 

明
星
の
…
…
夕
星
の
…
…

　
先
ず
、
井
村
氏
に
よ
る
一
句
の
現
代
語
訳
を
掲
げ
よ
う
。

　　
　
生
ま
れ
た
出
た
　
真
珠
の
よ
う
な

　
　
夫
婦
の
宝
　
わ
た
し
の
古
日
！

　
　
明
星
が
　
ま
た
た
く
朝
は

　
　
床
の
側
に
　
い
つ
も
つ
き
き
り

　
　
…
…
夕
星
が
　
ま
た
た
く
　
宵
は
…
…
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　　『
萬
葉
集
』
に
は
、「
朝
に
は
、
夕
に
は
」
と
の
形
で
表
現
す
る
歌
が
多
数
あ

る
が
）
18
（

、「
明
星
の
朝
…
…
夕
星
の
夕
…
…
」
は
こ
の
一
例
だ
け
で
あ
る
。「
明

星
」
も
『
萬
葉
集
』
に
は
こ
の
一
例
の
み
、「
夕
星
」
は
こ
の
例
を
含
め
て
僅

か
三
つ
と
い
う
こ
と
か
ら
、
両
者
の
併
用
は
、
異
常
な
ケ
ー
ス
と
見
な
さ
ね
ば

な
ら
な
い
。
井
村
氏
も
こ
の
異
例
に
気
づ
き
、「
親
子
の
情
愛
の
日
々
を
象
徴

す
る
美
し
い
枕
詞
」「
明
の
明
星
、
宵
の
明
星
は
、
何
よ
り
も
愛
と
幸
福
の

日
々
の
美
し
い
シ
ン
ボ
ル
で
あ
ろ
う
」
と
の
解
釈
を
施
し
て
い
る
が
、
注
目
し

た
い
の
は
、『
敦
煌
願
文
集
』
に
は
、
子
供
の
誕
生
一
ヶ
月
を
祝
う
願
文
に
次

の
文
句
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
、

　

其
孩
子
乃
色
奪
紅
蓮
、
面
開
圓
鏡
。
眉
寫
残
月
、
日
（
目
）
帯
初
星
。
容

貌
分
暉
、
敢
映
瓊
瑶
之
色
。 

（〈
願
文
範
本
〉・
孩
子
・P

2044

）

　　
文
中
の
「
眉
寫
残
月
、
日
（
目
）
帯
初
星
」
は
、
親
の
目
に
映
る
子
供
の
容

貌
の
美
し
さ
を
描
く
も
の
で
、「
眉
は
残
月
（
三
日
月
）
の
よ
う
に
美
し
く
、

目
は
初
星
の
よ
う
に
明
る
い
」
と
の
意
で
あ
る
。
こ
の
長
歌
に
お
け
る
「
明

星
」「
夕
星
」
の
併
用
は
、
或
い
は
願
文
の
対
句
に
倣
っ
た
、「
朝
夕
」
と
「
わ

が
子
の
美
し
い
容
貌
」
を
か
け
た
枕
詞
と
見
ら
れ
よ
う
。「
残
月
」
と
「
夕

星
」
こ
そ
一
致
し
な
い
も
の
の
、「
初
星
」
も
「
明
星
」
も
『
毛
詩
』
に
い
う

「
啓
明
」
の
星
で
あ
る
。

　　
⒝
　
床
の
辺
去
ら
ず 

立
て
れ
ど
も 

居
れ
ど
も 

と
も
に
戯
れ

　
一
見
あ
り
ふ
れ
た
表
現
に
見
え
る
こ
の
一
句
は
、
前
引
願
文
例
１
と
例
４
に

あ
る
、

　　
　
○
弄
影
巡
床
。

　
　
○
遊
戯
尋
常
、
不
逾
咫
尺
。

　の
翻
案
と
見
な
さ
れ
よ
う
。
現
代
風
に
訳
せ
ば
、「
床
の
辺
を
ま
わ
っ
て
離
れ

な
い
」、「
遊
ぶ
時
も
じ
っ
と
し
て
い
る
時
も
、
一
歩
も
身
辺
か
ら
離
れ
な
い
」

と
な
る
。
二
例
は
、
可
愛
げ
で
、
愛
憐
の
情
を
誘
う
子
供
の
姿
を
詠
う
こ
の
一

句
の
発
想
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　　
⒞
　
大
船
の 

思
ひ
頼
む
に
…
…
思
は
ぬ
に 

横
し
ま
風
の 

尓
布
敷
可
尓 

覆

ひ
来
ぬ
れ
ば

　「
横
し
ま
風
」
の
出
典
を
佛
典
「
横
風
」（『
佛
説
七
処
三
観
経
』）、「
邪
風
」

（『
続
高
僧
傳
』
巻
十
五
、
僧
弁
傳
）、「
無
常
風
」（『
付
法
蔵
因
縁
傳
』
巻
二
）
と

す
べ
き
と
の
見
解
も
あ
る
が
（
芳
賀
『
萬
葉
集
に
お
け
る
中
国
文
学
の
受
容
』）、

願
文
に
も
例
え
ば
、

　

○
朝
風
忽
起
、
吹
落
庭
梅
。（
例
１
）
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○
我
迩
（
俄
爾
）、
之
間
、
掩
（
奄
）
従
風
燭
。（
例
２
）

○
何
期
忽
翻
浪
以
傾
舟
、
俄
庭
風
而
滅
燭
。

 

（〈
亡
文
範
本
等
〉・
亡
考
妣
意
・S

5639

）

　と
の
表
現
が
見
ら
れ
る
。
右
三
例
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「（
わ
が
子
が
）
俄
か
風
に

よ
っ
て
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
朝
の
梅
の
よ
う
だ
」「（
わ
が
子
が
）
俄
か
風
に
よ
っ

て
消
さ
れ
て
消
え
た
蝋
燭
の
火
の
よ
う
だ
」「（
わ
が
母
は
）
突
然
の
大
波
に
覆

さ
れ
た
船
、
俄
か
風
に
よ
っ
て
消
さ
れ
た
蝋
燭
の
火
の
よ
う
だ
」
の
意
に
な
ろ

う
。
類
似
の
よ
う
な
表
現
が
他
の
願
文
に
も
多
数
見
ら
れ
る
。

　

○
豈
期
業
韻
（
運
）
難
停
、
忽
奄
（
掩
）
風
燭
。

 

（〈
亡
妣
文
〉・
甲
巻S

343
　
乙
巻P

2915

）

○
奄
従
風
燭
。 

（〈
武
言
亡
男
女
文
〉・S

343

）

○
何
期
大
夜
忽
臨
、
掩
（
奄
）
従
風
燭
。 

（〈
亡
文
範
本
等
〉・S

5639
）

○
何
圖
玉
樹
先
彫
（
凋
）、
金
枝
早
折
。
奄
従
風
燭
、
某
七
今
臨
。

 

（〈
亡
男
〉・S

1441

　P
3825

）

○
豈
期
風
燭
難
留
、
掩
（
奄
）
帰
大
夜
。

 

（〈
願
文
範
本
等
〉・
亡
文
・S

343

　P
3259

）

○
何
期
風
燭
不
停
、
奄
経
某
七
。 

（〈
發
願
文
範
本
〉・P

2058

）

　　
さ
て
、
表
題
の
句
に
見
え
る
難
訓
語
「
尓
布
敷
可
尓
」
を
め
ぐ
っ
て
諸
説
あ

る
が
、
右
記
諸
例
に
照
ら
し
て
、「
に
わ
か
に
」
と
訓
む
説
に
従
い
た
い
。
西

本
願
寺
本
で
は
、
そ
の
表
記
が
「
尓
母
布
敷
可
尓
」
と
な
っ
て
お
り
、『
略

解
』
所
引
宣
長
説
、
下
四
字
を
衍
字
と
し
、
尓
母
は
位
置
が
乱
れ
て
上
に
入
っ

た
も
の
と
し
、
布
敷
は
「
尓
波
」
の
誤
り
と
み
て
「
尓
波
可
尓
母
」
と
し
て
い

る
。
こ
れ
に
『
古
義
』、『
新
講
』、
金
子
氏
『
評
釈
』
が
従
う
。
井
上
通
泰

『
萬
葉
集
新
考
』
も
、
下
四
字
を
衍
字
と
し
、
母
を
「
波
」
の
誤
り
、
敷
可
を

衍
字
と
し
て
、「
尓
波
布
尓
」
と
訓
み
、
ニ
ハ
カ
ニ
の
意
と
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

　
右
記
の
論
考
を
踏
ま
え
て
、
一
句
に
つ
い
て
は
、「
思
わ
ぬ
に
」
は
「
豈

期
」「
何
圖
」「
何
期
」
の
訓
読
語
、「
横
し
ま
風
の
尓
布
敷
可
尓
」
は
、「
横
し

ま
風
の
、
俄
に
」
と
訓
ま
れ
、「
覆
ひ
来
れ
ば
」
は
、
右
記
〈
亡
妣
文
〉
の

「
忽
奄
（
掩
）
風
燭
」
の
「
掩
」
　
お
お
う
、
の
訓
読
語
と
さ
れ
よ
う
。
一
句

の
大
意
を
「
大
船
に
横
し
ま
風
が
俄
に
覆
い
被
さ
っ
て
き
た
よ
う
に
」
と
解
し

た
い
。
大
波
に
よ
っ
て
覆
さ
れ
る
船
と
い
う
譬
え
は
、
右
記
の
「
何
期
忽
翻
浪

以
傾
舟
、
俄
庭
風
而
滅
燭
」
に
触
発
さ
れ
た
表
現
で
あ
ろ
う
。

　　
⒟
　
立
ち
踊
り 

足
す
り
叫
び 

伏
し
仰
ぎ 

胸
う
ち
嘆
き

　
一
文
に
つ
い
て
は
、『
風
土
記
』（
意
宇
郡
）
に
見
え
る
、「
号
天
踊
地
行
吟

居
嘆
」
を
、「
成
踊
」『
儀
礼
・
士
喪
礼
・
既
夕
礼
』、「
哭
踊
」『
礼
記
・
檀
弓

上
・
問
喪
』
等
の
「
踊
」
と
交
渉
を
持
つ
語
と
見
る
説
が
あ
る
。「
立
ち
踊

り
」「
胸
う
ち
嘆
き
」
の
句
は
、
契
沖
が
『
孝
経
』（
喪
親
章
）
を
引
い
て
指
摘
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す
る
、「

踊
」
を
下
に
敷
い
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

立
ヲ
ド
リ
ヨ
リ
ム
ネ
ウ
チ
ナ
ゲ
キ
マ
デ
ハ
孝
経
云
。
哭
泣

踊
哀
以
送
。

注
曰
、

心
曰

跳
曰
踊
。
所
以
泄
哀
。
男
踴
女

以
送
之
。

 

（『
代
匠
記
』
精

本
）

　　
岸
本
由
豆
流
『
萬
葉
集
攷
証
』
で
も
、『
礼
記
』（
檀
弓
下
）
の
、

　　
　
辟
踊
、
哀
之
至
也
。
有
算
、
為
之
節
文
也
。

　を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
・
萬
葉
集
』
も
従
う
が
）
19
（

、

左
記
の
例
に
つ
い
て
見
よ
う
。

　

○
至
孝
等
對
孤
墳
而
躄
踴
、
涙
下
数
行
。
扣
棺
槨
以
號

。

 

（〈
廻
向
發
願
範
本
等
〉・
嘆
壙
・S

4474
）

○
至
孝
攀
號

勇
（
踴
）、
五
内
分
崩
。 

（〈
臨
壙
文
〉・S

6417

）

○
遂
乃
攀
號
僻
（

）
踴
、
五
内
分
崩
。 

（〈
臨
壙
文
〉・S

6417

）

○
至
孝
等
攀
號

踴
…
…
悲
叫
號

。 

（〈
臨
壙
文
〉・
北
圖7133

）

○
遂
乃
攀
號

踴
…
…
悲
叫
號

。 

（〈
臨
壙
文
〉・S

5957

）

　　
一
読
し
て
表
題
句
と
至
近
の
距
離
に
あ
る
こ
と
が
判
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、

本
来
は
亡
き
親
へ
の
行
為
と
し
て
臨
壙
文
に
多
く
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
り
、
子

供
の
亡
文
に
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
憶
良
に
よ
っ
て
長
歌
に
取

り
入
れ
ら
れ
、
自
家
薬
籠
中
に
て
合
成
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　　
⒠
　
白
玉
の 

我
が
子
…
…
手
に
持
て
る 

我
が
子
飛
ば
し
つ

　
右
記
表
現
の
依
拠
と
し
て
、「
痛
掌
珠
愛
子
」（
江
淹
「
傷
愛
子
賦
」『
広
弘
明

集
』）
や
「
掌
中
珠
碎
」（

信
「
傷
心
賦
」『
芸
文
類
聚
』）
を
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
、
夭
折
し
た
子
供
に
贈
る
願
文
に
は
、
前
引
諸
例
を
含
め
て
、
左
記
の
よ
う

に
多
く
の
類
例
が
見
ら
れ
る
。

　

○
玉
砕
荊
山
、
珠
沈
逝
水
。（
例
１
）

○
荊
山
有
玉
、
大
海
明
珠
。（
例
２
）

○
掌

来
（
未
）
足
、
怜
念
偏
深
。（
例
２
）

○
慈
母
日
悲
、
沈
掌
上
之
珍
。（
例
３
）

○
豈
期
珠
欲
圓
而
忽
碎
。（
例
４
）

○
掌
上
明
珠
、
忽
碎
虎
□
之
口
。（
例
４
）

○
毎
泣
蟾
光
之
影
、
猶
掌
失
珠
。

 

（〈
二
月
八
日
文
範
本
〉・
亡
男
・
甲
巻S

1441

、
乙
巻P

3825

）

○
膝
下
亡
珠
、
掌
中
碎
寶
。 

（〈
亡
男
文
〉・P

2341

）

○
豈
謂
庭
摧
玉
樹
、
掌
碎
明
珠
。

 

（〈
亡
考
妣
文
範
本
等
〉・
孩
子
歎
・S

5637

）
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○
豈
謂
庭
摧
玉
樹
、
掌
碎
明
珠
。 

（〈
願
文
範
本
等
〉・
□
□
子
・S

4992

）

○
豈
期
風
摧
澤
葉
、
霜
折
芳
苗
。
碎
掌
内
之
明
珠
、
失
窈
窕
之
美
色
。

 

（〈
亡
考
妣
文
範
本
等
〉・
女
孩
子
・S

5637

）

○
片
玉
掌
上
、
月
浄
驪
珠
。 

（〈
願
文
範
本
〉・
女
・P

2044

）

○
母
泣
断
而
無
追
、
痛
失
掌
中
之
寶
。 

（〈
願
文
範
本
〉・
孩
子
・P

2044

）

　　
こ
の
よ
う
に
、
我
が
子
を
「
掌
」
に
あ
る
「
珠
」、
或
い
は
「
玉
」
と
比
喩

す
る
と
こ
ろ
が
、「
白
玉
の 

我
が
子
」「
手
に
持
て
る 

我
が
児
」
の
表
現
に
通

じ
て
お
り
、
右
記
願
文
の
諸
例
こ
そ
そ
の
出
典
と
し
て
再
認
識
さ
れ
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
表
題
の
句
が
表
現
し
よ
う
と
す
る
意
味
が
、
右
記
「
亡

男
」「
孩
子
」
に
見
え
る
「
猶
掌
失
珠
」「
痛
失
掌
中
之
寶
」
　
「
掌
の
珠
を
失

う
が
猶
し
」「
掌
中
の
寶
を
痛
失
す
」
に
尽
さ
れ
て
い
る
。

　　
⒡
　
い
つ
し
か
も 

人
と
な
り
出
で
て 

悪
し
け
く
も 

善
け
く
も
見
む
と 
大

船
の 

思
ひ
頼
む
に

　
一
句
は
、「
い
つ
の
日
か 

大
き
く
な
っ
て 

あ
れ
こ
れ
と 

見
て
や
れ
よ
う
か

と 

心
頼
み
に 

し
て
い
た
矢
先
」
と
現
代
語
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
前
引
「
亡

文
」
例
１
に
あ
る
、

　　
　
将
為
（
謂
）
或
人
長
大
、
侍
奉
尊
親
。

　

と
と
も
に
、
亡
き
子
の
将
来
へ
の
期
待
と
い
う
点
に
お
い
て
軌
を
一
に
す
る
。

た
だ
し
、「
亡
文
」
の
方
は
、「
成
人
し
て
両
親
の
面
倒
が
見
れ
た
ら
」
と
、
所

謂
儒
教
の
孝
行
観
を
盛
り
込
ま
れ
た
の
に
対
し
て
、
長
歌
の
方
は
、
た
だ
親
が

子
の
成
長
を
見
届
け
て
や
り
た
い
と
の
意
味
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
日
本
的

に
変
容
さ
せ
ら
れ
た
も
の
か
ど
う
か
後
考
が
必
要
で
あ
る
が
、
表
現
の
モ
チ
ー

フ
は
近
い
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　　
⒢
　
若
け
れ
ば
道
行
き
知
ら
じ
賂
は
せ
む
下
へ
の
使
負
ひ
て
通
ら
せ

　
反
歌
と
な
る
右
の
歌
に
お
け
る
「
道
行
き
」
は
、
後
生
来
世
ま
で
の
彷
徨
、

つ
ま
り
中
有
の
旅
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
四
十
九
日
の
間
、
閻
羅
王
そ
の
他
冥

府
の
王
の
審
判
を
受
け
な
が
ら
旅
を
続
け
る
。
こ
こ
に
出
て
く
る
「
賂
」
は
、

死
者
の
追
善
供
養
の
た
め
に
三
宝
に
捧
げ
る
布
施
を
指
し
、
も
っ
て
天
へ
導
く

こ
と
を
祈
願
す
る
。

　

○
惟
孩
子
将
斎
僧
功
徳
、
用
資
魂
路
。（
例
１
）

○
則
有
斎
主
敬
為
亡
孩
子
ム
七
斎
有
是
設
也
。（
例
２
）

○
飾
展
薫
修
、
用
薦
孩
子
冥
路
。（
例
３
）

　　
そ
も
そ
も
結
び
の
文
句
と
し
て
「
用
資
魂
路
」「
薦
孩
子
冥
路
」
が
用
い
ら

れ
て
い
る
が
、
反
歌
の
機
能
も
こ
れ
に
近
い
。
両
者
相
俟
っ
て
願
文
＝
亡
文
の

機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
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（
４
）「
亡
文
長
歌
」
出
現
の
意
義
　
長
歌
成
立
の
一
側
面

　
以
上
、「
男
子
名
は
古
日
に
恋
ふ
る
歌
」
の
表
現
と
「
亡
文
」
の
類
似
を
分

析
し
、
関
連
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
。
片
や
漢
文
、
片
や
和
歌
と

い
う
、
一
見
形
態
を
異
に
す
る
二
つ
の
文
章
が
、
実
は
憶
良
一
流
の
翻
案
手
際

に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
者
同
士
で
あ
る
。
か
つ
て
井
村
氏
は
こ
の
一
首
を
評
し
て
、

　

憶
良
の
作
品
は
一
般
に
、
黙
読
し
た
り
、
平
板
に
棒
読
み
す
る
と
、
ず
い

分
ぎ
こ
ち
な
い
も
の
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
情
念
の
浪
に
乗
る
よ

う
に
朗
読
し
て
み
る
と
、
緩
急
・
強
弱
・
抑
揚
が
豊
か
で
、
案
外
ス
ム
ー

ズ
な
詞
運
び
、
内
在
的
な
韻
律
が
有
る
こ
と
に
気
付
く
。

　と
語
っ
た
が
、
前
項
の
出
典
考
察
に
見
た
よ
う
に
、
四
六

儷
文
の
願
文
を
下

敷
き
と
す
る
漢
文
韻
文
の
熟
読
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
「
ス
ム
ー

ズ
な
詞
運
び
、
内
在
的
な
韻
律
」
を
有
す
る
「
亡
文
長
歌
」
と
も
言
う
べ
き
も

の
が
作
り
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
願
文
を
踏
ま
え
て
で
き
た
、
こ
の
よ
う
な
「
亡
文
長
歌
」
は
、
上
代

に
お
け
る
長
歌
成
立
を
考
え
る
点
に
お
い
て
も
新
た
な
視
点
を
提
供
し
て
く
れ

る
よ
う
で
あ
る
。

　
日
野
龍
夫
氏
は
、「
新
体
詩
の
一
源
流
　
漢
詩
和
訳
の
も
た
ら
し
た
も
の
」

な
る
一
文
に
お
い
て
、
近
代
に
お
け
る
新
体
詩
の
確
立
に
は
、
漢
学
者
た
ち
に

よ
る
中
国
の
漢
詩
の
和
訳
が
一
役
買
っ
て
い
る
と
い
う
、
従
来
の
定
説
を
覆
す

創
見
を
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
日
野
氏
は
、
近
体
詩
の
源
流
を
求
め
る
に
あ
た

り
、
与
謝
蕪
村
の
長
詩
「
北
寿
老
仙
を
い
た
む
」
に
注
目
し
、「
形
式
、
内
容

と
も
に
、
例
え
ば
島
崎
藤
村
の
『
若
菜
集
』
に
収
め
て
も
そ
の
ま
ま
通
り
そ
う

な
ほ
ど
、
近
代
的
な
抒
情
詩
に
接
近
し
て
い
る
」
と
評
し
な
が
ら
、
そ
の
達
成

を
、
頴
原
退
蔵
が
指
摘
す
る
俳
諧
の
世
界
に
伝
わ
る
長
詩
の
流
れ
と
の
関
連
を

あ
え
て
否
定
し
、「
漢
詩
の
悼
亡
詩
を
日
本
語
で
試
み
る
と
い
う
意
図
の
も
た

ら
し
た
も
の
」
と
し
た
上
で
、

　

人
の
死
を
悲
し
み
悼
む
詩
は
、
日
本
で
も
、
古
今
和
歌
集
以
来
、
歌
集
に

哀
傷
の
部
を
設
け
る
習
慣
が
固
定
し
、
古
来
無
数
に
詠
ま
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
岡
に
登
っ
て
人
の
死
を
悼
む
、
あ
る
い
は
人
の
死
を
悼
む
た
め
に

岡
に
登
る
と
い
う
設
定
は
、
日
本
の
哀
傷
歌
の
伝
統
の
中
に
は
多
分
例
が

な
い
。
…
…
「
君
を
思
う
て
岡
の
べ
に
行
き
つ
遊
ぶ
／
お
か
の
べ
何
ぞ
か

く
か
な
し
き
」
と
い
う
聯
は
、
ま
さ
に
こ
の
漢
詩
の
悼
亡
詩
に
見
出
さ
れ

る
登
高
感
傷
の
思
い
を
、
日
本
語
の
詩
と
し
て
表
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
聯
に
続
く
叙
述
は
、
登
高
し
て
目
に
し
た
野
草
、
耳

に
し
た
雉
の
声
と
、
次
々
と
思
い
を
及
ぼ
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
か
ら
、

「
北
寿
老
仙
を
い
た
む
」
全
編
は
登
高
感
傷
の
思
い
を
順
次
展
開
す
る
と

こ
ろ
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
思
う
。
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と
論
じ
、「
漢
詩
の
和
訳
は
日
本
文
学
の
欠
を
補
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
の

結
論
を
示
さ
れ
て
い
る
）
20
（

。

　「
恋
男
子
名
古
日
歌
」
と
い
う
長
歌
の
成
立
に
関
し
て
も
、
本
質
的
に
は
同

様
の
こ
と
が
言
え
よ
う
。「
亡
文
」
と
い
う
文
体
が
持
つ
構
成
は
、
弔
わ
れ
る

者
の
生
前
と
死
後
へ
寄
せ
る
文
字
通
り
「
情
念
の
浪
」
を
綴
っ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
が
憶
良
の
翻
案
作
業
を
経
て
、
初
め
て
そ
れ
ま
で
の
和
歌
に
類
を
見
な
い

「
亡
児
哀
傷
」
や
「
死
児
哀
傷
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
「
思
い
を
順
次
展
開
」

し
た
、「
内
在
的
な
韻
律
」
を
有
す
る
長
歌
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
凡
そ
新
し
い
文
体
、
新
し
い
詩
想
の
創
出
に
は
、
常
に
時
代
の
気
運
と
そ
れ

に
呼
応
す
る
文
学
者
の
情
熱
が
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
日
本
文
学
の
場
合
、

「
翻
訳
」
と
「
翻
案
」
が
と
り
わ
け
常
に
時
代
の
先
取
り
と
し
て
、
気
風
を
切

り
開
い
て
い
く
の
が
特
徴
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
近
体
詩
が
、
漢
詩
和
訳

で
も
っ
て
西
洋
文
学
の
受
容
の
礎
を
築
い
た
と
同
様
、「
恋
男
子
名
古
日
歌
」

の
よ
う
な
「
亡
文
長
歌
」
の
成
立
の
背
後
に
も
、
敦
煌
願
文
の
よ
う
な
漢
詩
文

の
翻
案
と
い
う
一
面
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
右
の
論
考
を
も
っ
て
証
と
し
た
い
。

五
、
む
す
び

　
以
上
、
憶
良
の
作
品
三
点
に
お
け
る
敦
煌
願
文
の
影
響
に
つ
い
て
ご
く
初
歩

的
な
論
考
を
行
っ
て
き
た
。『
敦
煌
願
文
集
』
所
収
の
願
文
は
、
未
刊
行
の
分

と
合
わ
せ
れ
ば
そ
の
半
分
程
度
の
み
と
い
う
こ
と
で
、
本
格
的
な
研
究
調
査
は

ま
さ
に
こ
れ
か
ら
で
あ
る
が
、
小
稿
を
通
し
て
窺
え
た
の
は
、
願
文
と
い
う
新

た
な
漢
籍
の
一
群
の
萬
葉
研
究
に
と
っ
て
の
重
要
性
と
、
従
来
の
我
々
が
想
像

す
る
以
上
の
、
憶
良
の
多
彩
な
文
筆
活
動
及
び
述
作
環
境
で
あ
る
。

　
今
後
刊
行
さ
れ
る
予
定
の
『
敦
煌
願
文
集
』
続
編
を
も
視
野
に
入
れ
て
、
出

典
調
査
に
加
え
、
細
か
い
表
現
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
、
よ
り
緻
密
な
考
証
を

重
ね
な
が
ら
新
説
を
生
み
出
し
て
い
く
の
が
、
萬
葉
研
究
の
一
つ
の
新
し
い
方

向
で
あ
ろ
う
。

　
筆
者
と
し
て
は
、
か
か
る
多
彩
な
願
文
の
翻
案
と
見
な
さ
れ
る
述
作
が
何
故

憶
良
に
集
中
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
背
後
に
あ
っ
た
上
代
に
お
け
る
願
文
の
流

布
及
び
利
用
の
状
況
、
ひ
い
て
は
信
仰
形
態
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、

と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
も
、
深
い
関
心
を
覚
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

問
題
を
順
次
解
い
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
印
象
批
評
を
超
え
た
、
よ
り
真
実

に
近
い
憶
良
像
に
迫
り
う
る
で
あ
ろ
う
。

注（
１
）　
願
文
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
山
本
真
吾
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
表

白
・
願
文
の
文
体
の
研
究
』（

古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）
に
種
々
集
め
ら
れ

て
お
り
、
中
で
も
渡
辺
秀
夫
「
願
文
　
平
安
朝
の
追
善
願
文
を
中
心
に
　
」

（
佛
教
文
学
講
座
第
八
巻
『
唱
導
の
文
学
』
勉
誠
社
、
一
九
九
五
年
）
が
最
も

概
括
的
で
あ
る
。
な
お
、
黄
征
「
敦
煌
願
文
考
論
」『
香
港
敦
煌
吐
魯
番
研
究

中
心
叢
刊
之
六
・
敦
煌
語
文
叢
説
』（
台
北
新
文
豊
出
版
公
司
、
一
九
九
七

年
）
や
、
饒
宗

「
談
佛
教
的
發
願
文
」『
香
港
敦
煌
吐
魯
番
研
究
』
第
四
巻

（
一
九
九
九
年
）
に
も
、「
願
文
」
の
定
義
に
関
す
る
議
論
が
あ
り
、
併
せ
て
参
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特
に
断
ら
な
い
限
り
、
井
村
氏
の
論
説
は
、
す
べ
て
こ
の
書
に
よ
る
も
の
と
す

る
。

（
９
）　
井
村
哲
夫
『
萬
葉
集
全
注
』（
注（
８
））、
同
「
萬
葉
び
と
の
祈
り

－

現
世

安
穏
・
後
生
善
処
」『
憶
良
・
虫
麻
呂
と
天
平
歌
壇
』（

林
書
房
、
一
九
九
七

年
）

（
10
）　
小
島
憲
之
『
上
代
の
文
学
』（
有
斐
閣
選
書
　
日
本
文
学
史
１
）（
有
斐
閣
、

一
九
七
六
年
）

（
11
）　
村
山
出
『
山
上
憶
良
の
研
究
』（
桜
楓
社
、
一
九
七
六
年
）

（
12
）　
中
西
進
『
山
上
憶
良
』（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
三
年
）

（
13
）　
井
村
哲
夫
「
沈
痾
自
哀
文
」『
セ
ミ
ナ
ー
　
萬
葉
の
歌
人
と
作
品
』
第
五

巻
（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）
一
九
七
　
二
〇
八
頁

（
14
）　
小
島
憲
之
・
木
下
正
俊
・
東
野
治
之
校
注
『
日
本
古
典
文
学
全
集
・
萬
葉

集
』（
小
学
館
、
一
九
九
四
年
）

（
15
）　『
敦
煌
願
文
集
』
の
編
集
者
黄
徴
氏
は
、「
敦
煌
願
文
続
雑
考
」
な
る
論
文

に
お
い
て
、
願
文
の
題
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
「
呪
」「
咒
」「
祝
」
等
の
表
現

の
異
同
を
佛
教
祈

方
式
の
相
異
に
お
い
て
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
。「
自
哀

文
」
の
意
味
を
考
え
る
に
あ
た
り
参
考
と
な
る
。『
敦
煌
学
研
究
叢
書
　
敦
煌

語
言
文
字
学
研
究
』（
甘
肅
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
二
〇
三
　
二
一
一

頁

（
16
）　
余
欣
「
思
遠
道
　
為
行
人
祈
福
的
各
種
方
式
」『
神
道
人
心
　
唐
宋
之
際

敦
煌
民
生
宗
教
社
会
史
研
究
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）
三
四
六
　
三
五

四
頁

（
17
）　
一
首
を
め
ぐ
る
諸
家
の
説
を
概
括
し
て
述
べ
た
も
の
に
、
村
山
出
「
男
子

名
は
古
日
に
恋
ふ
る
歌
」『
セ
ミ
ナ
ー
　
萬
葉
の
歌
人
と
作
品
』
第
五
巻
（
和

考
さ
れ
た
い
。

（
２
）　
黄
徴
・
呉
偉
編
校
『
敦
煌
願
文
集
』（
岳
麓
書
社
、
一
九
九
五
年
）
参
照
。

上
代
文
学
と
り
わ
け
『
萬
葉
集
』
と
の
関
係
を
研
究
す
る
必
要
性
を
強
調
し
た

の
が
、
芳
賀
紀
雄
「
願
文
・
書
儀
の
受
容
　
海
東
と
西
域
の
問
題
」（『
萬
葉
集

に
お
け
る
中
国
文
学
の
受
容
』（
塙
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）
で
あ
る
。

（
３
）　
王
暁
平
氏
は
、
そ
の
著
『
人
文
日
本
新
書
・
遠
傳
的
衣
鉢
　
日
本
傳
衍
的

敦
煌
佛
教
文
学
』（
寧
夏
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
に
お
い
て
、
正
倉
院

文
書
を
始
め
、『
萬
葉
集
』
や
『
源
氏
物
語
』
な
ど
の
古
典
に
お
け
る
願
文
の

影
響
に
つ
い
て
一
通
り
論
じ
て
い
る
。
憶
良
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
主
と
し
て

「
報
凶
問
歌
一
首
」
の
漢
文
序
、「
罷
宴
歌
」
及
び
「
恋
男
子
名
古
日
歌
」
と
の

文
体
ま
た
は
一
部
表
現
の
類
似
を
指
摘
し
て
い
る
。
王
氏
の
関
連
研
究
は
、
外

に
も
、「
東
亜
願
文
考
」『
敦
煌
研
究
』（
二
〇
〇
二
年
第
五
号
〈
総
第
七
五

期
〉）
九
五
　
一
〇
〇
頁
、「
晋
唐
願
文
與
日
本
奈
良
時
代
的
佛
教
文
学
」『
東

北
亜
論
壇
』（
二
〇
〇
三
年
第
二
号
）
八
八
　
九
二
頁
、「
敦
煌
書
儀
與
『
萬
葉

集
』
書
状
的
比
較
研
究
」『
敦
煌
研
究
』（
二
〇
〇
四
年
第
八
号
〈
総
第
八
八

期
〉）
七
六
　
八
〇
頁
、
が
あ
る
。

（
４
）　
小
島
憲
之
「
山
上
憶
良
の
述
作
」『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
』（
中
）

（
塙
書
房
、
一
九
六
四
年
）
九
八
〇
　
九
八
三
頁

（
５
）　
中
西
進
『
山
上
憶
良
』（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
三
年
）

（
６
）　
芳
賀
紀
雄
『
萬
葉
集
に
お
け
る
中
国
文
学
の
受
容
』（
塙
書
房
、
二
〇
〇

三
年
）。
以
下
、
芳
賀
氏
の
論
説
は
す
べ
て
こ
の
書
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
７
）　
佐
藤
美
知
子
『
萬
葉
集
と
中
国
文
学
受
容
の
世
界
』（
塙
書
房
、
二
〇
〇

二
年
）

（
８
）　
井
村
哲
夫
『
萬
葉
集
全
注
』
巻
第
五
（
有
斐
閣
、
一
九
八
四
年
）。
以
下
、
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泉
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）
が
あ
る
。
二
三
六
　
二
四
四
頁

（
18
）　『
萬
葉
集
』
に
は
、「
朝
夕
」
を
め
ぐ
る
表
現
は
例
え
ば
左
記
の
よ
う
に
数

多
く
見
ら
れ
る
。

　
○
朝
に
は
　
取
り
撫
で
た
ま
ひ
　
夕
に
は
　
い
寄
り
立
た
し
し
…
…
（
巻
一
・3

）

　
○
朝
に
は
　
出
で
立
ち
偲
び
　
夕
に
は
　
入
り
ゐ
嘆
か
ひ
…
…
（
巻
三
・481

）

　
○
朝
に
は
　
庭
に
出
立
ち
　
夕
に
は
　
床
打
ち
払
い
…
…
　

（
巻
八
・1629

）

　
○
朝
に
は
　
白
露
置
き
　
夕
に
は
　
霞
た
な
び
く
…
…
　

（
巻
十
三
・3221

）

　
○
朝
に
は
　
角
に
出
で
立
ち
　
夕
に
は
　
谷
を
見
渡
し
…
…
（
巻
十
九
・4209

）

（
19
）　
佐
竹
昭
広
他
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
・
萬
葉
集
』（
岩
波
書
店
、

一
九
九
九
年
）

（
20
）　
日
野
龍
夫
「
新
体
詩
の
一
源
流
　
漢
詩
和
訳
の
も
た
ら
し
た
も
の
ー
」

（『
国
語
国
文
』
第
七
二
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）
九
五
二
　
九
七
九
頁

　【
付
記
】
小
稿
を
も
っ
て
筆
者
を
萬
葉
研
究
に
導
き
、
数
々
の
萬
葉
ゆ
か
り
の
地

へ
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
井
村
哲
夫
先
生
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
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